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あ
の
大
水
害
か
ら
の
復
興
を
願
い
、
竹
田
市

が
掲
げ
た「
竹
田
ル
ネ
サ
ン
ス
」構
想
。
新
し
い

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」

の
建
設
で
待
望
の
花
芽
が
立
ち
、
い
よ
い
よ
今

年
の「
国
民
文
化
祭
」の
開
催
で
、
大
き
く
花
開

く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
で
は
、
先
人
た

ち
に
よ
り
培
わ
れ
て
き
た
竹
田
市
独
自
の
歴

史
、
地
域
文
化
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
新

し
い
表
現
や
創
作
活
動
が
生
ま
れ
る
、
育
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
体
感
で
き
る
事
業
を
、
竹
田
・

荻
・
久
住
・
直
入
の
各
ス
テ
ー
ジ
で
開
催
し
ま

す
。竹

田
ス
テ
ー
ジ

〇
竹
田
生
活
工
藝
展

～
竹
田
で
出
会
う
生
活
工
藝
～

日
時　

11
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

全
国
か
ら
集
め
た
生
活
工
藝
品
の
展
示

／
出
品
作
家
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
／
生
活
工
藝
に
関
す
る
講
演
会
／

城
下
町
内
で
民
藝
品
や
古
美
術
、
小

道
具
の
展
示

〇TAKETA ART CULTURE 2018

～
ア
ー
ト
・
ク
ラ
フ
ト 

× 

大
分
県
竹
田
市
城
下

町
ま
ち
あ
る
き
～

日
時　

10
月
13
日
㈯
～
28
日
㈰　

※
土
・
日
を

中
心
に
開
催

会
場　

竹
田
市
城
下
町
エ
リ
ア
一
帯
ほ
か

内
容　

市
内
外
で
活
躍
す
る
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た

ち
の
作
品
展
示
／
国
内
外
を
舞
台
に

活
躍
す
る
著
名
な
ゲ
ス
ト
を
招
聘
し
、

市
内
在
住
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
と
コ

ラ
ボ
制
作
ほ
か

荻
ス
テ
ー
ジ

〇
お
お
い
た
２
０
１
８ 

荻
地
域
文
化
交
流
祭

～「
耕
す
」祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
と
地
域
農
業
文
化
～

日
時　

11
月
23
日
㈮

会
場　

荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　

地
域
文
化
を
題
材
に
し
た
演
劇
の
上
演

（
緑
ヶ
丘
中
学
校
生
徒
）／
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
郷
土
の

自
然
、
農
業
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
研

究
発
表
等
）

久
住
ス
テ
ー
ジ

〇「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

展
覧
会
＆
榎
木
孝
明
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

～
く
じ
ゅ
う
連
山
を
眺
め
、
絵
を
描
き
、
そ
の
魅

力
を
言
葉
で
紡
ぐ
～

〔
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
〕　

11
月
17
日
㈯

〔
展
覧
会
〕　

11
月
18
日
㈰
～
25
日
㈰

会
場　

久
住
高
原
美
術
館（
竹
田
市
久
住
支
所

３
階
）

内
容　

第
３
回「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
覧
会
／
榎
木

孝
明
さ
ん（
俳
優
・
画
家
）の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー

直
入
ス
テ
ー
ジ

〇
全
国
炭
酸
泉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８

～
竹
田
市
現
代
版
湯
治
の
す
ゝ
め
～

日
時　

10
月
７
日
㈰
・
８
日
㈪

会
場　

竹
田
市
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

　
　
　

育
館
ほ
か

内
容　

温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
見
学
／
基

　
　
　

調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

竹田市の事業を発表「第33回国民文化祭・おおいた2018」
「第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」

記憶に残る１年が始まる！
　今年10月６日から11月25日の51日間にわたって開催される「第33回国民文化祭・おおいた2018」 「第18回
全国障害者芸術・文化祭おおいた大会」に向けて、昨年11月27日、国民文化祭の竹田市実行委員会第２回総
会が行われ、事業の核となる「リーディング事業」、「分野別事業」が承認されました。
　今月号は、本市の取り組む事業の概要等をご紹介します。

竹
田
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８

第33回国民文化祭・おおいた2018
第18回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会

│竹田市│豊後大野市│

会期・2018年10月６日㈯〜11月25日㈰

竹田市と豊後大野市は、「耕す里」ブロックです。
両市は、豊かな大地で育つ作物がやがて十分に実り
熟していくように、多くの芸術家を育て、輩出した
地域です。これから大きく成長していく若者の表現
活動を積極的に応援し、国民文化祭・全国障害者芸
術・文化祭を「収穫祭」と位置付け、文化の実りを全
国に発信します。

地
域
文
化
が
花
開
く
！  

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
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■今月の表紙

「朝の光景」
毎朝、子どもたちの通学を見守る
南部小スクールガードの丹統司さん

（西）と秦榮一さん（下矢倉）。
その傍らには愛くるしい表情の柴犬
が。秦さんの愛犬・チビ（４歳）だ。
信号待ちのあいだ、チビとめいっぱ
い触れ合う子どもたち。
青になった瞬間、笑顔で横断歩道
を渡り、学校へ。
子どもたちとチビのほほえましい朝
の光景。戌年の今年も。

■撮影場所　竹田市玉来「玉来西交差点」
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

1月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,480　人（−   11人）
男　性　10,489　人（−      9人）
女　性　11,991　人（−      2人）
世帯数　10,412世帯（＋ 1世帯）
※平成29年12月１日現在の住民基本台帳による

   2   「国民文化祭」  竹田市の事業を発表
   4   竹田市総合文化ホール「グランツたけた」

10月７日オープン決定！
   5   新生「竹田市少年少女合唱団」が始動
   6   私たち、地域おこし協力隊です  ほか
   7   年の瀬を笑顔で－第13回歳末助け合い

チャリティーショー ほか
   8   文部科学大臣賞に𫟘藤鼓さん－第26回国

際高校生選抜書展 ほか
   9   渡邉航平さんが国税庁長官賞！－中学生

の「税についての作文」ほか
10   まちの出来事
12   監査公表
13   休日・夜間の在宅当番医院／市民が主

役！健康一直線
14   たけたん情報
20   学び舎／まるごと博物館
21   図書館に行こう
22   市長コラム「有由有縁」
23   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～ 

ほか
24   郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳／誕生おめでとう

別冊　竹田市のこよみ／岡の里ふるさとＵ
ターン情報／たけた市民チャンネル
年末年始番組表

広報

「国民文化祭」  竹田市の事業を発表

　

全
市
民
待
望
の「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

『
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
』」の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
、

地
域
が
元
気
に
な
る
多
彩
な
芸
術
文
化
事
業
が

目
白
押
し
で
す
。

 「
竹
田
で
出
会
う
美
し
い
日
本
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
も
の
の
ふ
達
が
愛
し
た
名
物
た
ち

～「
蛍
丸
」と
豊
後
の
名
刀
、
織
部
・
光
悦
の
世
界

が
織
り
な
す
日
本
の
美
～

　

竹
田
を
愛
し
世
界
が
認
め
た
文
豪
・
川
端
康

成
の
追
及
し
た「
美
し
い
日
本
」を
テ
ー
マ
に
、

「
日
本
刀
」「
茶
の
湯
」の
２
つ
の
視
点
か
ら
古
来

よ
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
日
本
文
化
に
つ
い
て

見
つ
め
直
し
ま
す
。

　

阿
蘇
神
社（
熊
本
県
阿
蘇
市
）の
阿
蘇
家
に

代
々
伝
わ
り
な
が
ら
、
終
戦
直
後
の
混
乱
で
行

方
不
明
に
な
っ
た
国
宝「
蛍
丸
」。
若
き
二
人
の

刀
工
が
約
1
年
半
の
製
作
期
間
を
経
て
復
元
し

た「
蛍
丸
」が
、
昨
年
6
月
17
日
に
阿
蘇
神
社
に

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
修
業
先
の
岐
阜
県

関
市
に
寄
贈
さ
れ
た
復
元
刀「
蛍
丸
」を
特
別
に

展
示
。
若
者
が
挑
ん
だ「
蛍
丸
伝
説
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
通
し
て
、「
日
本
刀
」の
文
化
や
芸
術

品
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、

大
分
県（
豊
後
国
）が
生
み
出
し
た
数
々
の
豊
後

刀
と
豊
後
岡
藩
の
歴
史
を
重
ね
、
刀
剣
文
化
の

裾
野
を
広
げ
る
内
容
の
企
画
展
示
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
刀
」と
と
も
に
武
士
の“
こ
こ
ろ
”を

象
徴
す
る「
茶
の
湯
」も
ま
た
日
本
の
伝
統
文
化

に
お
け
る
総
合
芸
術
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
こ
竹
田
で
、「
九
州
初
」と
な
る
本
阿

弥
光
悦
作
の
茶
碗「
有
明
」の
特
別
展
示
が
実

現
。
３
０
０
年
ぶ
り
に
京
都
で
発
見
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
名
品
に
出
会
う
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

〔
刀
剣
展
示
〕　

10
月
６
日
㈯
～
14
日
㈰　

〔
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
〕　

10
月
７
日
㈰  

※
会
場
は
い
ず
れ
も
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

○
開
館
記
念
ピ
ア
ノ
・
室
内
楽
コ
ン
サ
ー
ト

～
い
つ
の
日
か
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
種
を
蒔
く
～

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
公
益
財
団
法
人
ア
ル
ゲ

リ
ッ
チ
芸
術
振
興
財
団
副
理
事
長
、
別
府
ア
ル

ゲ
リ
ッ
チ
音
楽
祭
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
伊
藤
京
子
氏
と
、
若
手
演

奏
家（
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
フ
レ
ン
ズ
）を
お
招
き
し

て
演
奏
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

伊
藤
氏
は
ピ
ノ
キ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ

て
、
21
世
紀
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
素
晴
ら

し
い
音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
活
動
を

続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
竹
田
市
に
お
い
て
も

学
校
に
出
向
き
、
演
奏
会
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

新
し
い
文
化
拠
点
で
あ
る「
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
」で
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え

て
文
化
芸
術
に
触
れ
る
楽
し
み
を
体
感
で
き
る

企
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
14
日
㈰　
　

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

九
州
初
上
陸
！
光
悦
作「
有
明
」や
復
元
刀「
蛍
丸
」

多
彩
な
芸
術
文
化
に
出
会
う  

分
野
別
事
業

↑昨年６月17日に阿蘇神社に奉納された復元刀「蛍丸」。
展示予定の「蛍丸」は岐阜県関市に寄贈されたもので、
写真に掲載されている阿蘇神社に奉納された復元刀と
同一のものではありません

↑本阿弥光悦作 赤筒茶碗
　銘 「有明」  （古田織部美術館提供）
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○
竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
成
映
画

上
映
会
・
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
　

～
地
域
を
元
気
に
す
る
、
地
域
が
元
気
に
な
る
、

地
域
か
ら
元
気
を
送
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

日
時　

10
月
28
日
㈰

会
場　

 

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
成
映

画
上
映
会
／
製
作
の
過
程
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
予
告
編
上
映
会
・

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
ほ
か

○「
耕
す
里
」の
竹
田
文
化
祭
　
　

～
み
ん
な
で
つ
く
る
！
笑
顔
で
つ
な
が
る
！
初
め

て
の
大
文
化
祭
！
～

日
時　

11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

市
内
芸
能
団
体
等
の
発
表
／
市
内
で
文

化
活
動（
舞
踊
、
音
楽
、
劇
等
）を
行
う

団
体
や
個
人
を
募
り
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

ほ
か

○
瀧
廉
太
郎
に
捧
ぐ「
荒
城
の
月
」フ
ェ
ス
タ

～
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る「
荒
城
の
月
」伝
説
～

日
時　

11
月
24
日
㈯

会
場　

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

内
容　

合
唱
や
バ
ン
ド
演
奏
、
ダ
ン
ス
等
、
全

国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
分
野
か
ら

の
参
加
を
募
る
、
名
曲「
荒
城
の
月
」の

ト
ー
ク
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ほ

か

○「
茶
の
湯
」と「
キ
リ
シ
タ
ン
」は
竹
田
に

着
い
た

～
日
本
文
化
の
最
高
峰「
茶
の
湯
」と
世
界
最
先
端

の「
キ
リ
シ
タ
ン
南
蛮
文
化
」は
豊
後
竹
田
の
地
で

如
何
に
し
て
結
実
し
た
か
～

〔
資
料
展
示
・
茶
会
〕　

10
月
13
日
㈯
～
28
日
㈰

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕　

10
月
13
日
㈯　

会
場　

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
、
小
林
米

穀
店
倉
庫（
資
料
展
示
・
茶
会
）／
竹

田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル（
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
）

内
容　

竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
す
る
資
料
展
示

／
古
田
織
部
、
織
部
流
茶
道
に
関
す

る
資
料
展
示
／「
茶
の
湯
」と「
キ
リ
シ

タ
ン
南
蛮
文
化
」を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ

か

○
竹
田
み
ん
な
で
ア
ー
ト

 　

 

～
み
ん
な
お
な
じ
で
、
み
ん
な
ち
が
う
～

〔
創
作
作
品
の
展
示
〕 

11
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

〔
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
〕　

11
月
２
日
㈮ 

会
場　

久
住
高
原
パ
ル
ク
ラ
ブ

内
容　

障
が
い
福
祉
施
設
の
利
用
者
に
よ
る
創

作
品
の
展
示
／
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

○
第
19
回
た
け
た
竹
灯
籠「
竹
楽
」

～
竹
灯
籠
が
つ
な
ぐ
城
下
町
と
里
山
文
化
の
交
流

の
軌
跡
を
た
ど
る
～

日
時　

11
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

会
場　

竹
田
市
城
下
町
一
円

内
容　

竹
楽
の
歴
史
を
振
り
返
る
パ
ネ
ル
展

示
・
動
画
上
映
／
屋
内
鑑
賞
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
ほ
か

　

国
民
文
化
祭
が
竹
田
市
に
と
っ
て
、「
未
来

へ
の
一
歩
」へ
と
つ
な
が
る
機
会
と
な
る
よ
う

に
、市
民
総
参
加
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
政
策
課

　

☎
０
９
７
４
―

63
―

４
８
３
７

　

10
月
６
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る「
国
民
文
化
祭
・
お
お
い
た

２
０
１
８
」の
開
会
式
の
翌
７
日
、

竹
田
市
で
は「
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル 『
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
』」が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
大
分
で
20
年
ぶ
り

に
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
事
業

の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
に
な
る
と
と

も
に
、
今
年
度
は
開
館
を
記
念
し

た
竹
田
市
の
自
主
事
業
が
次
々
と

催
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
た
け
た
の
紙
面
並
び
に「
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
感

動
と
活
力
を
生
む「
学
び
」と「
創

造
」の
交
流
拠
点
を
目
指
し
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

↑音響の優れた大ホール（廉太郎ホール）は約700人を収容

↑春の完成に向けて、建設中

感動と活力を生む 「学び」と「創造」の交流拠点

国民文化祭のメインステージ!!

竹田市総合文化ホール

月
㈰
日

グランツたけた

オープン決定！
市民待望の「グランツたけた」　文化開花（開館）まで  あと280日10 7
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新生「竹田市少年少女合唱団」が始動

　

昨
年
11
月
26
日
、
今
年
の
秋
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
る「
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル 

『
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
』」開
館

記
念
式
典
に
出
演
す
る「
竹
田
市
少

年
少
女
合
唱
団
」の
結
団
式
が
竹
田

小
学
校
音
楽
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」の
誕
生
を
契

機
に
、
瀧
廉
太
郎
の
音
楽
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
こ
の
ま
ち
の
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
目
指
そ
う
と
、
現
在
活
動

を
休
止
し
て
い
る「
竹
田
市
少

年
少
女
合
唱
団
」の
結
成
を
企

画
・
募
集
し
た
と
こ
ろ
市
内
全

域
の
小
学
校
か
ら
24
名
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
指
導
に
あ
た

る
顧
問
の
田
部
朋
二
さ
ん（
竹

田
市
文
化
連
盟
会
長
、
瀧
廉
太
郎
会

会
長
）、
指
揮
の
本
郷
真
里
さ
ん（
声

楽
家
）、
伴
奏
の
植
木
由
香
さ
ん（
ピ

ア
ノ
教
室
講
師
）の
３
名
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
団
員
を
代
表
し
て
大
口
津

季
さ
ん（
直
入
小
６
年
）が「
こ
の
合

唱
団
に
入
っ
た
団
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
、
竹
田
市
の
皆
さ
ん
の
心
に
届

く
合
唱
を
行
う
た
め
、
こ
れ
か
ら
１

年
間
練
習
に
励
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
24
人
で
最
高
の
合
唱
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」と
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
第
１
回
の
練
習

会
で
は
、
竹
田
市
出
身
の
童
謡
童

話
作
家
・
佐
藤
義
美
さ
ん
の
代
表

作「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」を
歌
唱
。

こ
の
日
初
め
て
会
っ
た
他
校
の
児
童

と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
、
き
ら
き
ら

と
し
た
笑
顔
で
元
気
よ
く
歌
っ
て
い

ま
し
た
。

　

団
員
は
こ
れ
か
ら
月
２
回
の
練
習

に
励
み
、
10
月
に
こ
け
ら
落
と
し
と

し
て
開
催
す
る「
開
館
記
念
式
典
」の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
ま
す
。

↑きらきらとした笑顔で元気よく歌う団員たち

↑誓いの言葉を述べる代表の大口津季さん

新
生「
竹
田
市
少
年
少
女
合
唱
団
」が
結
団
式
で
始
動

最
高
の
合
唱
団
を
創
り
た
い
！

文 化 プ ロ ジ ェ ク ト

子
ど
も
た
ち
が
描
く
色
彩

「
私
の
好
き
な
ま
ち
竹
田
」

  

「
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル『
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
』」建
設
現
場
の
仮
囲
い

（
白
色
壁
面
）を
彩
る
絵
画
展
が
開
館

プ
レ
事
業
と
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
私
の
好
き
な
ま
ち
竹

田
市
」を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
小
・

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
を
対
象
に
公

募
し
た
も
の
で
す
。

　

殺
風
景
に
な
り
や
す
い
白
色
壁
面

に
自
分
の
好
き
な
竹
田
の
風
景
や

住
ん
で
み
た
い「
未
来
の
ま
ち
」を
イ

メ
ー
ジ
し
た
華
や
か
な
25
作
品
が
展

示
さ
れ
、
建
設
現
場
前
を
通
行
す
る

地
域
住
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

す
。

　

展
示
期
間
は「
仮
囲
い
」の
撤
収
ま

で
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

現代詩を楽しむ
 「朗読会」 開催 短歌や詩に興味を持って！

　

昨
年
12
月
2
日
、
詩
歌
の
朗
読
を

通
じ
て
日
本
語
の
音
を
楽
し
み
、
短

歌
や
詩
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
荒
城
の
月
短
歌
大
会
関
連
イ
ベ

ン
ト「
朗
読
会  

～
遊
び
？
本
気
？
現

代
詩
を
楽
し
も
う
～
」が
竹
田
市
立
図

書
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
題
材
は
、「
平
田

俊
子
詩
集
」と「
谷
川
俊
太
郎
詩
集
」。

　

読
み
手
の
川
野
里
子
さ
ん（
荒
城
の

月
短
歌
大
会
の
選
者
）は
、
朗
読
と
解

説
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
進
行
。
文
芸
フ
ァ
ン
の
参
加
者
は

師
走
の
慌
た
だ
し
さ
を
片
隅
に
お
い

て
、「
現
代
詩
」の“
言
葉
の
響
き
”を

楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

↑工事現場を囲む壁面に力作ぞろい！
　（壁の奥には建設中の竹田市総合文化ホール）

→
朗
読
や
解
説
に
、
興
味
深
く
耳
を
傾
け

る
参
加
者
の
皆
さ
ん
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私たち、地域おこし協力隊です  ほか

　

協
力
隊
に
な
っ
て
何
を
す
る
か
？

迷
わ
ず
決
め
た
こ
と
は 

「
市
民
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
活
動
を
す

る
」こ
と
。
そ
し
て
、
ま
ず
ト
ラ
イ

し
て
み
た
か
っ
た
こ
と
は
子
育
て
や

教
育
の
分
野
で
す
。
私
自
身
、
母
親

で
あ
り
、
子
育
て
真
っ
最
中
。
竹
田

の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
輝
き

続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
立
ち
上
げ
た
の
が『
タ
ケ

ハ
コ
教
室
』、
コ
ン
セ
プ
ト
は『
志
の

種
ま
き
』で
す
。こ
こ
で
言
う
志
と
は
、

と
て
つ
も
な
く
高
い
目
標
や
大
き
な

夢
の
こ
と
で
は
な
く
、
自
分
の「
好

き
」を
見
つ
け
る
こ
と
。
竹
田
で
し

か
で
き
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、

ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
ず
、
新
し
い
世
界

と
の
出
会
い
、
竹
田
の
魅
力
を
感
じ

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
開
催
し
た
の
は
、
城
下
町

の
ト
ン
ネ
ル
を
宇
宙
空
間
に
変
え
た

ト
ン
ネ
ル
宇
宙
教
室
や
、
秘
密
基
地

教
室
、
身
近
な
食
材
の
卵
を
題
材
に

し
た
物
理
学
教
室
。
講
師
は
私
で
は

な
く
、
選
り
す
ぐ
り
の
専
門
家
。
今

年
度
は
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

竹
８
シ
ネ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
タ
ケ

ハ
コ
映
画
制
作
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

過
去
全
て
の
回
に
参
加
し
、
タ
ケ

ハ
コ
フ
ァ
ン
で
い
て
く
れ
る
ご
家
族
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
る
日
々
。

今
後
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
立

案
し
、
協
力
隊
の
任
期
が
終
わ
っ
て

か
ら
も
、
タ
ケ
ハ
コ
教
室
を
開
催
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
め
た
い
で
す
。

（
竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

小

笠
原
順
子
）

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

竹８シネマプロジェクト

８ミリフィルムで竹田の魅力を感じて
　家庭に眠っている昭和時
代に撮影した８ミリフィル
ムを集め、地域映画をつく
る「竹８シネマプロジェク
ト」（田部朋二代表）。このプ
ロジェクトは昨年８月に始
まり、これまでに市内外か
ら200本を超えるフィルム映像が寄せられています。
　これまでの活動の経過報告とフィルムの上映会が12月10
日、竹田市総合社会福祉センターで行われ、会場には昔懐
かしい映像を見ようと100人を超える人が来場。上映会では
昭和41年から60年にかけて撮影されたフィルム10本の上映
に合わせ、フィルム提供者が当時の様子を振り返りながら
解説をしました。
　提供者の一人は「家に眠っていたフィルムをこうして見
ることができて、また父、母の当時の様子をうかがい知る
ことができて嬉しい。映画の完成が楽しみ」と話してくれ
ました。
　今後は、地域映画の音楽に市民の合唱や演奏を使用する

企画や、中学生・高校生
を対象としたフィルム提
供者へのインタビュアー
募集など、今年10月の
映画の完成、上映に向け、
プロジェクトが進められ
ます。

地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
苗

木
を
支
給
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
竹
田
市
美
し
く
豊
か
な

自
然
環
境
の
里
づ
く
り
支
援
事
業
と

し
て
、
自
治
会
ま
た
は
公
共
的
な

団
体
等
が
行
う
植
樹
活
動
に
対
し
て
、

桜（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
し
だ
れ
桜
・

山
桜
・
八
重
桜
）、
も
み
じ（
イ
ロ
ハ

も
み
じ
）、
つ
つ
じ（
ド
ウ
ダ
ン
・
ク

ル
メ
）の
苗
木
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
先　

竹
田
市
企
画
情
報
課
、
各

支
所
地
域
振
興
課

申
請
期
限　

１
月
26
日
㈮

問
竹
田
市
企
画
情
報
課

☎
63
―

４
８
０
１

城
下
町
交
流
館「
集
」

受
託
事
業
推
薦
者
選
定

　

城
下
町
交
流
館「
集
」１
階
部
分
の

運
営
に
関
す
る
事
業
者
選
考
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
つ
い
て
、
業
務
提
案
の

あ
っ
た
者
よ
り
11
月
17
日
に
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
。
城
下
町
交
流
館「
集
」運
営
事

業
者
選
定
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、

最
終
受
託
事
業
推
薦
者
を
選
定
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

【
最
終
受
託
事
業
推
薦
者
】

　

合
同
会
社
集
利
活
用
共
同
体

【
選
定
理
由
】

　

当
審
査
会
で
は
、
①
事
業
主
体
の

業
務
遂
行
に
当
た
っ
て
の
適
格
性
、

②
委
託
業
務
内
容
に
対
す
る
企
画
提

案
の
適
合
性
、
③
企
画
提
案
書
の
３

点
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
施
設

運
営
業
務

を
実
施
す

る
う
え
で
、

最
良
の
事

業
者
と
認

め
ら
れ
る

こ
と
か
ら

選
定
し
た
。

↑会場には多くの来場者が詰めかけました

↑30センチ四方のベニヤ板に「自分だけの秘密のキチ」を作る教室

↑トンネルの中で宇宙体験「トンネル宇宙教室」

↑昭和時代の懐かしい映像の数々
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年の瀬を笑顔で－第13回歳末助け合いチャリティーショー ほか

「
妙
見
も
の
好
き
劇
団
」

が
復
活

   

「
私
た
ち
の
舞
台
を
見
て
、
笑
っ

て
元
気
に
な
っ
て
！
」―
宮
砥
地
区

の
住
民
で
結
成
し
た「
妙
見
も
の
好

き
劇
団
」が
６
年
ぶ
り
に
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
舞
台
に
復
活
。
劇

団
員
の
コ
ミ
カ
ル
な
演
技
に
会
場
は

笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

劇
団
は
約
25
年
前
に
妙
見
自
治
会

員
11
人
で
立
ち
上
げ
。
地
区
の
敬

老
会
な
ど
の
行
事
に
年
３
回
出
演
し
、

地
域
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
竹
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
て

い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
も
平

成
19
年
か
ら
５
年
連
続
し
て
出
演
。

観
客
を
沸
か
せ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
矢
先
に
発
生
し
た
平
成
24
年

の
九
州
北
部
豪
雨
で
文
化
会
館
が
浸

水
。
以
降
、
会
場
が
荻
、
久
住
、
直

入
と
持
ち
回
り
と
な
っ
た
上
に
メ
ン

バ
ー
の
体
調
不
良
も
重
な
り
、
活
動

を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

  

「
ま
た
腹
の
底
か
ら
笑
え
る
寸
劇
が

見
た
い
」と
の
市
民
の
声
や
、
今
年

10
月
に
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル「
グ
ラ

ン
ツ
た
け
た
」が
開
館
す
る
こ
と
を

受
け
、
活
動
再
開
を
決
定
。

　

平
均
年
齢
79
歳
の
元
メ
ン
バ
ー
３

人
に
、
同
45
歳
の
市
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
５
人
が
加
わ
り
、「
新
・
妙

見
も
の
好
き
劇
団
」と
し
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
に
臨
み
ま
し
た
。

　

演
目
は「
南な

ん
で
ん田

医
院
は
、
ど
う
で

ん
い
い
ん
!?
」。
病
院
を
訪
れ
た
お

年
寄
り
と
医
者
と
の
掛
け
合
い
を
面

白
お
か
し
く
描
い
て
い
ま
す
。

　

客
席
は
出
演
者
の
方
言
丸
出
し
、

ア
ド
リ
ブ
満
載
の
演
技
に
抱
腹
絶
倒
。

「
こ
げ
ん
笑
ろ
う
た
の
、
久
し
ぶ
り
」

と
劇
団
の
活
動
再
開
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

　

座
長
の
佐
藤
次
男
さ
ん（
84
歳
）は

「
久
し
ぶ
り
の
舞
台
で
緊
張
し
た
が
、

観
客
を『
笑
わ
せ
た
い
』と
の
思
い
が

す
べ
て
。
再
結
成
を
喜
ん
で
く
れ
た

皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」と
舞
台
を
振
り

返
り
、「
演
じ
る
こ
と
が
生
き
が
い
。

今
後
は
後
継
者
を
育
て
な
が
ら
、
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
い
き

た
い
」と
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
「
客
席
を
笑
顔
に
」―
多
世
代
が
一

緒
に
芸
を
磨
き
、
同
じ
舞
台
に
立
つ

「
新
・
妙
見
も
の
好
き
劇
団
」は
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
11

月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
、「
全
国
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
表
彰（
社
会
福
祉
協

議
会
優
良
活
動
表
彰
）」を
全
国
37
団

体
と
と
も
に
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
理
由
は
、「
災
害
支

援
を
契
機
と
し
た
多
様
な
団
体
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
」で
す
。

　

平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害

で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
市
民
を
は
じ
め

全
国
か
ら
約
３
５
０
０
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
支
援
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
活
動
を
通

じ
、
災
害
時
に
お
け
る「
共
助
」の
果

た
す
役
割
の
重
要
性
、
日
常
の
地
域

住
民
の
支
え
合
い
の
必
要
性
を
再
確

認
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
平
成
27
年

に
市
内
17
団
体
に
よ
る
竹
田
市
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
で
は
、「
南
阿

蘇
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
竹
田
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
運
営
協
議
会
」を
組
織
。

竹
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
に
加
え
、
拠
点
と

な
っ
た
荻
地
域
の
各
種
団
体
の
協
力

に
よ
り
、
27
団
体
で
速
や
か
に
立

ち
上
げ
、
92
日
間（
実
活
動
日
48
日
）、

延
べ
１
９
９
１
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
南
阿
蘇
村
の

後
方
支
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
野

田
良
輔
会
長
は
、「
今
回
の
受
賞
は
、

竹
田
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
が
構
築
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
り
、
市
民
や
各
種
団
体
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
得
ら
れ
、
ま
た

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
、
福
祉
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
施
設
、
そ
し
て

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
関
係
者

の
皆
様
と
と
も
に
、
地
域
の
身
近

な
存
在『
な
く
て
は
な
ら
な
い
社
協
』

と
し
て
、
住
民
主
体
の
原
則
に
立
ち
、

民
間
組
織
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
積
極
的
か
つ
創
造
的
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
」

↑６年ぶりに復活した「妙見もの好き劇団」

↑アドリブ満載のコミカルな演技に、会場
は抱腹絶倒

↑全社協表彰を受賞した（左から）倉野脩生副会
長、野田良輔会長、児玉誠三事務局長

年の瀬を笑顔で
  「第13回歳末助け合いチャリ
ティーショー」が12月２日、久住
公民館くじゅうサンホールで行
われました。午前と午後の部に
延べ34団体が出演し、舞踊や寸
劇、フラダンス、和太鼓などを
次々と披露。会場は来場者の笑
顔で溢れていました。

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
受
賞
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総
務
大
臣
表
彰

　

早
川
和
さ
ん
が
平
成
29
年
度
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
、
自
治
会
長
と
し
て
18

年
の
永
き
に
わ
た
り
各
種
行
事
や
防

災
・
防
犯
、
美
化
活
動
を
展
開
し
、
住

民
相
互
の
連
携
と
協
調
を
図
る
と
と
も

に
、
平
成
20
年
か
ら
３
年
間
、
市
自

治
会
連
合
会
会
長
、
県
自
治
委
員
会
連

合
会
理
事
及
び
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

自
治
組
織
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

  

「
受
賞
に
感
激
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地

域
で
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
、
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」

日
本
善
行
会
善
行
章

　

後
藤
建
一
さ
ん
に
一
般
社
団
法
人
日

本
善
行
会
か
ら
善
行
章
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

後
藤
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
少
年

補
導
員
を
務
め
る
と
と
も
に
、
校
区
内

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
青

少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

  

「
受
賞
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
。
今

後
も
地
域
が
住
み
よ
い
、
安
心
安
全
な

ま
ち
に
な
る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
力
し

て
い
き
た
い
」

大
日
本
農
会
農
事
功
績
表
彰

　

植
木
三
雄
さ
ん
に
公
益
社
団
法
人
大

日
本
農
会
か
ら
平
成
29
年
度
大
日
本
農

会
農
事
功
績
表
彰（
緑
白
綬
有
功
章
）が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
木
さ
ん
は
、
省
力
化
の
た
め
新
技

術
を
導
入
し
肉
用
牛
繁
殖
経
営
を
確

立
。
ま
た
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や

肉
用
牛
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
設
立
を
先
導

し
、
肉
用
牛
産
地
拡
大
の
礎
を
築
く
な

ど
、
畜
産
振
興
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

  

「
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
皆
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
受
章
を
機

に
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
対
し
て
で
き
る

こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

早川　和さん
（79歳・殿町）

後藤　建一さん
（62歳・下矢倉）

植木　三雄さん
（66歳・室）

↑文部科学大臣賞に輝いた𫟘藤鼓さん

  

「
書
の
甲
子
園
」の
愛
称
を
持
つ「
第

26
回
国
際
高
校
生
選
抜
書
展
」で
、

19
の
国
と
地
域
、
１
万
５
６
３
０
点

の
応
募
の
中
か
ら
、
竹
田
高
校
３
年

の
𫟘
藤
鼓
さ
ん
が
最
高
賞
に
あ
た
る

文
部
科
学
大
臣
賞
に
見
事
輝
き
ま
し

た
。

  

「
受
賞
の
報
に
驚
く
と
同
時
に
涙
が

出
た
」と
𫟘
藤
さ
ん
。「
思
い
ど
お
り

の
結
果
を
出
せ
ず
悔
し
涙
を
流
し
て

き
た
先
輩
の
思
い
、
そ
の
思
い
を
胸

に
日
本
一
を
獲
り
た
い
と
練
習
に
励

ん
で
き
た
こ
と
が
報
わ
れ
た
」と
笑

顔
を
見
せ
る
𫟘
藤
さ
ん
が
、
本
格
的

に
書
道
を
始
め
た
の
は
高
校
１
年
生

の
と
き
。
鹿
苑
晋
史
顧
問（
現
・
大

分
南
高
）か
ら「
木
簡（
古
代
ア
ジ
ア

で
長
い
木
片
に
書
か
れ
た
字
体
）」の

臨
書
の
指
導
を
受
け
る
と
、
メ
キ
メ

キ
と
上
達
。「
他
県
の
高
校
生
の
作

品
を
見
て
、
色
ん
な
表
現
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
書
に
対
す
る
目
が
肥
え

た
」と
、
各
種
大
会
で
も
入
選
を
重

ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
生
に
な
り
、
指
導
者
が
仲
道

裕
馬
顧
問
に
変
わ
る
と
、
新
し
い
書

に
も
挑
戦
。「
さ
ま
ざ
ま
な
書
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
２
人
の
先
生
と
の

出
会
い
は
私
の
財
産
」と
話
す
𫟘
藤

さ
ん
は
、
高
校
最
後
の
こ
の
大
会
に

出
品
す
る
書
を
決
め
か
ね
て
い
た
そ

う
。「
鼓
の
武
器
は
変
化
を
恐
れ
な

い
こ
と
」と
鹿
苑
顧
問
が
話
し
て
い

た
言
葉
を
思
い
出
し
、
自
分
の
原
点

「
木
簡
」の
臨
書
で
臨
む
こ
と
を
決
意
。

受
験
勉
強
と
並
行
し
な
が
ら
、
２
か

月
と
い
う
短
期
間
で
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。「
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
作
品
が
で
き

る
か
考
え
た
。
通
学
時
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
自
分
が
筆
を
走
ら
せ
て
い

る
映
像
を
見
て
研
究
し
た
り
、
筆
を

握
っ
て
い
な
い
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
」

と
𫟘
藤
さ
ん
。「
全
国
に
木
簡
を
書

く
人
は
多
い
が
、
私
な
り
の
木
簡

を
見
て
も
ら
い
た
い
」と
、
１
日
で

１
０
０
枚
も
筆
を
走
ら
せ
る
な
ど
、

３
年
間
の
全
て
が
込
め
ら
れ
た
最
高

の
作
品
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た

と
当
時
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

𫟘
藤
さ
ん
は「
受
賞
は
２
人
の
先

生
や
卒
業
生
、
部
員
の
皆
さ
ん
の

お
か
げ
」と
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
、

「
書
道
で
培
っ
た
自
分
を
表
現
す
る

力
や
仲
間
と
の
繋
が
り
は
一
生
の
糧
。

将
来
は
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
に
書

道
を
教
え
た
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
も
書
道
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た

い
」と
熱
い
ま
な
ざ
し
で
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「
書
の
甲
子
園
」の
詳
細
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

→https://w
w

w
.m

ainichi.co.jp/osaka/
shodo

第26回国際高校生選抜書展

文部科学大臣賞に

𫟘
え

藤
と う

  鼓
つづみ

さん
（竹田高３年）
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渡邉航平さんが国税庁長官賞！－中学生の「税についての作文」ほか

税
を
考
え
る
週
間

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」等
表
彰

【
中
学
生
】▽
国
税
庁
長
官
賞　

渡
邉

航
平（
久
住
）▽
竹
田
税
務
署
長
賞　

野
林
莉
花（
久
住
）渋
谷
万
葉（
直
入
）

▽
竹
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞 

菊
川
紗
愛（
緑
ヶ
丘
）▽
同
優
秀
賞　

広
末
美
咲（
竹
田
）▽
市
租
税
教
育
推

進
協
議
会
長
賞　

佐
藤
龍
馬（
竹
田

南
部
）▽
竹
田
税
務
協
力
団
体
長
連

絡
会
長
賞　

畑
山
紗
知（
都
野
）

【
高
校
生
】▽
竹
田
税
務
署
長
賞　

菊

池
華
蓮（
竹
田
南
）藤
本
凛
心（
竹
田
）

▽
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞　

中
津
拓
也（
竹
田
南
）加
藤
優
花（
竹

田
）▽
竹
田
税
務
協
力
団
体
長
連
絡

会
長
賞　

岩
川
志
音（
竹
田
南
）入
田

拓
海（
三
重
総
合
久
住
）

租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰

▽
熊
本
国
税
局
長
感
謝
状　

都
野
小

学
校
▽
竹
田
税
務
署
長
感
謝
状　

久

住
中
学
校

『
佐
藤
義
美
賞
』

「
消
し
ゴ
ム
」

宮
城
台
小
学
校
４
年　

長
野
倖
大

一
時
間
目
、
算
数

46
わ
る
6
は
7

あ
っ
、
ち
が
う
。
た
の
む
よ
。

二
時
間
目
、
国
語

漢
字
の
か
き
ま
ち
が
い
、
こ
こ
で
も

君
の
出
番
だ
ね

君
が
い
れ
ば
百
人
力
。
何
で
も
き
れ

い
に
消
し
て
く
れ
る
ね

三
時
間
目
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
た
い
く
つ

へ
ん
し
ん
し
た
君
を
あ
つ
め
て
ね
り

け
し
づ
く
り

「
手
遊
び
し
な
い　

倖
大
く
ん
」と

先
生
の
声
に
び
っ
く
り

こ
こ
で
は
君
は
役
に
立
た
な
い
ね

ぼ
く
の
失
敗
も
消
し
て
く
れ
れ
ば
い

い
の
に
な

そ
う
す
れ
ば
君
を
ぼ
く
の
ヒ
ー
ロ
ー

に
し
て
あ
げ
る
よ

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】優
秀
賞

「
ポ
ス
ト
の
気
も
ち
」佐
藤
優
也

（
直
入
小
３
年
）▽【
小
学
生
高

学
年
の
部
】優
秀
賞「
キ
ャ
ン

プ
」三
浦
琉
人（
宮
城
台
小
４

年
）▽【
中
学
生
の
部
】優
秀
賞

「
文
房
具
」熊
田
壮
馬（
直
入
中

２
年
）、「
さ
よ
な
ら
」後
藤
千

夏（
緑
ヶ
丘
中
３
年
）▽【
一
般

の
部
】優
秀
賞「
落
ち
葉
の
手

紙
」油
布
晃（
竹
田
市
片
ケ
瀬
）

平成29年度中学生の「税についての作文」

渡
わ た

邉
な べ

航
こ う

平
へ い

さんが国税庁長官賞！
　全国納税貯蓄組合連合会と国税庁では、税について関心を持ち、
正しい理解を深めてもらおうと、中学生を対象とした「税について
の作文」を毎年募集しています。
　今年度は全国7,528校から61万6,072編の作文が寄せられ、その
中から久住中学校３年の渡邉航平さんの作文「人と税との結びつき」
が、熊本国税局管内では２編のみとなる国税庁長官賞に輝きました。
　渡邉さんはこの作文のなかで、身近に発生した大雨による洪水や
東日本大震災の被害をケガに例え、国民一人ひとりが分担した税が
処方箋としてその役割を担っていること、税への感謝の気持ちと次
世代の担税者としての使命感が湧いてきたことを綴っています。
  「受賞にとても驚いた。税について学習していくうちに、納税する
ことで困っている多くの人を助けることができ、『税は町の明るい
未来を照らす道標』だと実感した」と受賞の喜びを話す渡邉さん。受
賞おめでとうございます。 ↑国税庁長官賞を受賞した渡邉航平さん

↑感謝状を伝達した竹田税務署　猪俣公昭
署長（右）と都野小学校　大窪利光校長

第29回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール 

長
な が

野
の

倖
こ う

大
だ い

くんが「佐藤義美賞」受賞！
　第29回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コンクール表彰式が12月16日、佐藤義美
記念館隣の「ことりのアトリエ」で行われ、応募総数381点の中から、宮城台小
学校４年の長野倖大くんの作品「消しゴム」が、最優秀賞にあたる「佐藤義美賞」
に輝きました。
  「たまにしか怒られたことがない先生から注意されて、そのときのことを詩に
した」と長野くん。審査委員長の矢崎節夫さんは「先生の声にびっくりした倖大
くんの光景が浮かんでくる。そのあとの表現も面白く、とてもすばらしい作品」
と講評を述べました。
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郷
土
の
植
物
が
こ
の
一
冊
に

  

「『
竹
田
市
の
自
然
と
植
物
』―
祖

母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
―
」が
出
版
さ
れ
、
12
月
1
日
、

市
役
所
で
書
籍
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
書
籍
は
岡
の
里
事
業
実
行
委

員
会
主
催
の
市
民
講
座「
郷
土
の
自

然
に
親
し
み
植
物
を
観
察
す
る
会
」

が
発
足
し
20
年
が
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
一
冊
の
本

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ
の
本
は

竹
田
、
豊
後
大
野
、
佐
伯
市
内
の
各

小
・
中
学
校
や
図
書
館
な
ど
71
の
施

設
に
寄
贈
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

市
内
で
活
動
す
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
倶
楽
部「
楽
園
」（
佐
々
木
周

二
会
長
）の
メ
ン
バ
ー
が
、
高
さ
約

４
メ
ー
ト
ル
の
キ
リ
ン
の
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
を
制
作
。
県
道
久
住
高

原
野
津
原
線
沿
い
に
お
目
見
え
し
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
伐
採
後
の
残
っ
た
木

材
を
有
効
活
用
し
よ
う
と
、
３
年
前

か
ら
制
作
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
今
回

は「
日
本
一
高
さ
の
あ
る
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
」と
発
案
し
、

キ
リ
ン
の
彫
刻
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

作
品
は
材
料
の
ス
ギ
を
４
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

表
面
を
削
り
、
最
後
に
組
み
上
げ
た

も
の
。
体
の
模
様
、
筋
肉
な
ど
細
部

も
丁
寧
に
再
現
し
、
４
日
か
け
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

  

「
地
域
が
元
気
に
な
り
、
林
業
の
活

性
化
に
も
繋
が
れ
ば
」と
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
。

　

ま
る
で
動
物
園
を
飛
び
出
し
て
き

た
よ
う
な
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
キ
リ

ン
の
彫
刻
作
品
。
竹
田
の
新
し
い
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
訪
れ
る
人
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

12
月
17
日
、
久
住
公
民
館
で「
第

10
回
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
久
住
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昔
の
遊
び
や
体
験
を
と
お
し
て
、

三
世
代
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
地
域

で
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
て
い
こ
う

と
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
催
し
に
は
、

子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
な
ど
約

３
０
０
人
が
参
加
。

　

竹
馬
や
コ
マ
回
し
、
あ
や
取
り
な

ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち

に
教
え
な
が
ら
、
昔
懐
か
し
い
遊
び

を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

郷
愁
を
感
じ
て

　

11
月
12
日
、「
第
28
回
関
西
久
住

人
会
総
会
」が
兵
庫
県
尼
崎
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
郷
の
近
況
を
報
告
す
る
ビ
デ
オ

上
映
や
芸
能
一
団
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
が
催
さ
れ
、
参
加
者
は

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
会

の
最
後
に
は「
荒
城
の
月
」を
合
唱
。

　

神
戸
市
在
住
の
井
野
ヤ
ス
子
さ
ん

か
ら  「
故

郷
の
風
景

に
帰
郷
し

た
い
気
持

ち
で
す
」

と
感
想
を

寄
せ
て
い

た
だ
き
ま

し
た
。

　

12
月
９
日
、「
直
入
地
域
人
権
啓

発
推
進
講
演
会
」が
直
入
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
明
蓬
館
高
校
共
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
南
雲
明
彦
さ
ん
を

迎
え
行
わ
れ
た
講
演
会
の
テ
ー
マ
は

「
ボ
ク
、
学
習
障
害
と
生
き
て
い
ま

す
」。
耳
や
目
か
ら
入
る
情
報
な
ど

を
処
理
で
き
ず
、
読
み
書
き
に
困
難

を
伴
っ
て
い
た
南
雲
さ
ん
。「
健
常

者
、
障
が
い
者
と
い
う
枠
で
捉
え
ず
、

人
の
多
様
性
を
大
切
に
す
る
社
会

に
」と
来
場
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　

12
月
18

日
、
竹
田

市
消
防
署

本
署
に
高

規
格
救
急

自
動
車
が

新
し
く
納

入
さ
れ
、

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

車
内
に
は
半
自
動
式
除
細
動
器
、

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
モ
ニ
タ
ー
、
人
工
呼

吸
器
な
ど
の
最
新
の
救
急
資
機
材
が

積
載
さ
れ
、
市
民
の
生
命
を
守
る
救

急
業
務
の
よ
り
一
層
の
充
実
が
図
ら

れ
ま
す
。

まちの出来事

↑チェーンソーアート倶楽部「楽園」の皆さんが制
作したキリンのチェーンソーアート

↑本を手にする岡の里事業実行委員会
の植物観察班事務局　井上隆さん

（右）と郷土の自然に親しみ植物を観
察する会の講師　阿孫久見さん

↑関西久住人会総会に参加した皆さん

↑講師の南雲明彦さん

キリンの彫刻作品登場

人の多様性を大
切にする社会に

世代を超えて広がる交流の輪

救急業務の一層の充実に

↑会場には世代を超えた交流
の輪が広がっていました
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シ
ニ
ア
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

　

高
齢
者
の
安
全
運
転
の
能
力
向
上

を
目
指
し
た「
第
３
回
県
シ
ニ
ア
ド

ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」が
11
月
19

日
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ
、
交
通
安

全
協
会
竹
田
支
部
が
団
体
の
部
で
優

勝
、
個
人
の
部
で
は
今
村
善
次
さ
ん

（
拝
田
原
）が
１
位
、
工
藤
賢
治
さ
ん

（
新
町
）が
５
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
県
内
17
支
部
の
65

歳
か
ら
80
歳
ま
で
の
計
33
人
が
出
場
。

教
習
コ
ー
ス
を
使
い
運
転
技
術
を
競

う
実
技
試
験
と
筆
記
試
験
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
村
さ
ん
は「
緊
張
し
た

が
、
安
全
確
認
を
十
分
取
っ
た
こ
と

が
結
果
に
つ
な
が
っ
た
。
日
頃
の
運

転
で
も
安
全
運
転
を
意
識
し
て
ハ
ン

ド
ル
を
握
り
た
い
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

12
月
９
日
、「
第
44
回
竹
田
市
少

年
少
女
駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

が
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
学
校
か
ら
駅
伝
の
部
に

９
校
12
チ
ー
ム
、 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の

部
に
２
１
１
人
の
児
童
が
出
場
。
保

護
者
や
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
ら
は
選
手
に

熱
い
声
援
を
お
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。〔
敬

称
略
〕

【
駅
伝
の
部
】優
勝　

直
入
小
学
校　

35
分
25

秒
▽
第
２
位　

南
部
小
学
校
Ａ　

36
分
07
秒

▽
第
３
位　

白
丹
小
学
校　

36
分
13
秒

【
駅
伝
の
部
・
区
間
賞
】第
１
区　

中
島
翔
希

（
直
入
小
６
年
）▽
第
２
区　

足
達
杏
菜（
白

丹
小
６
年
）▽
第
３
区　

多
田
俊
哉（
直
入
小

５
年
）▽
第
４
区　

畑
山
知
穂（
都
野
小
５

年
）▽
第
５
区　

青
松
潤
斗（
南
部
小
６
年
）

▽
第
６
区　

後
藤
唯（
久
住
小
６
年
）

【
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
部 

※
第
１
位
の
み
掲

載
】５
年
女
子　

新
平
野
乃
香（
直
入
小
）▽

５
年
男
子　

吉
野
元（
直
入
小
）▽
６
年
女
子 

天
後
桃
香（
直
入
小
）▽
６
年
男
子　

野
仲
泰

地（
南
部
小
）

地
区
の
名
誉
を
タ
ス
キ
に
込
め

　

第
71
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会
が

11
月
26
日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公

園
入
口
を
発
着
点
と
す
る
７
区
間
、

20
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
１
区
が
女
子
区
間
、
２
区

が
一
般
区
間
と
な
る
新
コ
ー
ス
で
実

施
。
15
地
区
体
育
協
会
か
ら
オ
ー
プ

ン
参
加
を
含
む
21
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
地
区
の
名
誉
を
か
け
、
懸
命
な
走
り

で
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

【
Ａ
部
】優
勝　

直
入（
１
時
間
10
分
17
秒
）▽
２

位　

久
住
Ａ（
１
時
間
10
分
30
秒
）▽
３
位　

玉

来（
１
時
間
13
分
04
秒
）

【
Ｂ
部
】優
勝　

竹
田（
１
時
間
17
分
00
秒
）▽
２

位　

岡
本（
１
時
間
23
分
00
秒
）▽
３
位　

宮
砥

（
１
時
間
23
分
55
秒
）

　

大
蘇
ダ
ム
は
平
成
32
年
４
月
か
ら

の
供
用
開
始
に
向
け
、
現
在
浸
透
抑

制
対
策
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
営
及
び
県
営
事
業
で
造
成
さ
れ

た
農
業
用
水
路
及
び
こ
れ
に
附
帯
す

る
施
設
の
維
持
管
理
を
担
う
協
議
会

を
設
立
す
る
た
め
、
12
月
19
日
、
熊

本
県
阿
蘇
市
と
産
山
村
、
竹
田
市
の

３
者
は
基
本
合
意
書
を
締
結
。
今
後
、

協
議
会
で
施
設
の
維
持
管
理
に
関
し

て
の
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

川端康成の肖像画を
多くの人に！

　竹田市では神奈川県伊勢原市出身の
日本画家の瀬

せ と

戸輝
き

峰
ほ う

氏の川端康成の肖
像画３点を寄贈いただくことになり、
これら肖像画を市内文教施設に展示す
るため、贈呈式を行いました。
　アメリカ合衆国の歴代大統領の肖像
画や美人画などを描いてきた瀬戸輝峰
氏。今回寄贈いただいた肖像画は、瀬
戸氏の遺族が倉庫を整理していた際に
見つけ、譲渡先を探している中で（公
財）川端康成記念会（川端香男里理事
長）を通じ、市に寄贈いただいたもの
です。
　肖像画は10号が２枚、８号が１枚。
川端康成が昭和27年に竹田市を訪れ
た際に講演した大分県立竹田高等学校
と、竹田市立図書館・久住高原美術館
の３施設にそれぞれ展示されます。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

↑見事２連覇を達成！直入チーム

↑一斉にスタートを切る女子選手たち

↑駅伝の部で優勝した直入小学校

↑基本合意を締結した（左から）首藤竹田市長、
佐藤義興阿蘇市長、市原正文産山村長

↑肖像画を贈られた（左から）大分県立竹田高等学校の
木戸孝明校長、竹田市立図書館の後藤芳彦館長、久
住高原美術館のある久住支所の志賀良雄支所長

↑優秀な成績を収められた今
村さん（左）と工藤さん

未来に向かって駆ける！

大蘇ダムの施設維持管理
阿蘇市、産山村と基本合意
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監査公表

　

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
10
月
ま

で
の
各
月
に
お
い
て
、
市
長
部
局
、
教

育
委
員
会
及
び
財
政
支
援
団
体
等
の
監

査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
共
通
事
項

　

財
政
事
務
に
関
す
る
監
査
に
つ
い
て

は
事
前
に
精
査
を
し
、
監
査
当
日
は
証

書
類
及
び
そ
の
他
関
係
書
類
等
の
審
査

を
行
い
、
処
理
に
つ
い
て
修
正
が
必
要

な
箇
所
は
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

市
長
部
局

■
農
政
課

　

夢
を
育
む
農
村
、
農
業
の
竹
田
市
と

し
て
、
全
国
レ
ベ
ル
の
農
産
品
に
竹
田

市
な
ら
で
は
の
付
加
価
値
を
付
け
る
稼

げ
る
農
業
を
目
指
し
、
農
業
生
産
額
大

分
県
第
１
位
を
堅
持
し
な
が
ら
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
農
業
振
興
に
努
め
ら

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
保
育
所

　

災
害
対
応
を
は
じ
め
と
し
た
避
難
訓

練
を
毎
月
の
よ
う
に
実
施
し
て
き
た
経

験
を
生
か
し
、
今
後
も
引
き
続
き
関
係

機
関
と
の
更
な
る
連
携
を
図
ら
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
、
園
児

の
特
性
に
対
応
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。
加
え

て
、
食
育
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
会
計
課

　

歳
入
、
歳
出
の
審
査
に
つ
い
て
は
、

厳
正
な
審
査
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

歳
出
の
支
払
期
限
に
つ
い
て
も
、
法
令

等
に
基
づ
き
適
正
に
取
り
扱
う
よ
う
要

望
す
る
。
ま
た
、
基
金
、
出
資
金
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
適
正
な
運

用
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

  

「
竹
田
市
総
合
計
画
」を
展
開
す
る「
竹

田
市
新
生
ビ
ジ
ョ
ン
」の
具
体
的
な
戦

略
的
政
策
を
推
進
す
る「
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
」並
び
に「
城
下
町
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
践
す
る
幾
多
の
基

本
計
画
や
整
備
計
画
の
実
行
に
あ
た
り
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
誰
も
が
住
み
た

い
と
思
う「
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
」を
完
成

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
委
員
会

■
各
校
共
通

　

教
職
員
の
健
康
管
理
に
十
分
留
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
注
視
し
て「
早

期
発
見
・
早
期
対
応
」を
旨
と
し
た
対

応
の
充
実
を
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
幼
稚
園

  

教
育
目
標
の「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
の
育
成
」に
向
け
て
、
職
員
・

保
護
者
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
南
部
幼
稚
園

　

教
育
目
標
の「
明
る
く
、
元
気
で
、

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
」に
向
け
て
、
職
員
・
保
護
者
・
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

■
竹
田
小
学
校

　

教
育
目
標
の「
豊
か
な
心
と
自
ら
学

ぶ
意
欲
を
身
に
つ
け
た
心
身
と
も
に
た

く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」に
向
け
て

「
家
庭
・
地
域
と
の
協
働
」を
図
り
、
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。

■
南
部
小
学
校

　

教
育
目
標
の「
た
く
ま
し
く
、
豊
か

な
心
を
も
ち
、
自
ら
学
び
共
に
生
き
る

南
部
っ
子
の
育
成
」に
向
け
て
学
校
・

保
護
者
・
地
域
と
の
協
働
体
制
を
図
り
、

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

■
祖
峰
小
学
校

　

教
育
目
標
の「
自
ら
学
び
、
人
間
性

豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
祖
峰
っ
子

の
育
成
」に
向
け
て
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
協
働
に
よ
り
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
宮
城
台
小
学
校

　

教
育
目
標
の「
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持

ち
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子

ど
も
の
育
成
」に
向
け
て
、
家
庭
・
地

域
と
の
連
携
を
図
り
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
竹
田
中
学
校

　

教
育
目
標
の「
心
を
磨
き
、
心
を
耕

し
、
夢
実
現
」を
基
軸
に
し
て
本
年
度

の
重
点
目
標
に
掲
げ
て
い
る「
共
感
的

人
間
関
係
の
育
成
」「
確
か
な
学
力
の
定

着
」「
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
」の
具

体
的
方
策
達
成
に
向
け
て
、「
家
庭
や

地
域
」と
の
連
携
を
図
り
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

■
竹
田
南
部
中
学
校

　

教
育
目
標
の「
自
ら
学
び
、
認
め
合

い
、
心
身
共
に
健
康
な
生
徒
の
育
成
」

に
向
け
て
家
庭
・
地
域
と
の
協
働
を
図

り
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

■
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー

　

運
営
目
標
の「
組
織
の
力
を
生
か
し
、

竹
田
市
全
体
の
学
校
教
育
の
推
進
に
取

り
組
む
」に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
教
育
支
援
の
充
実
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
魅
力
あ
る
安
全
な
給

食
づ
く
り
に
、
今
後
と
も
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

　

給
食
費
の
未
納
整
理
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
一
層
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

財
政
支
援
団
体
等

■
各
団
体
共
通

　

財
政
援
助
等
に
係
る
出
納
及
び
そ
の

他
出
納
に
関
連
す
る
事
務
に
つ
い
て
、

関
係
書
類
を
監
査
し
た
結
果
、
補
助
金

等
は
目
的
ど
お
り
執
行
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た
。

■
竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

　

竹
田
市
の
地
域
固
有
の
資
源
を
生
か

し
、
地
域
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
行
政
と
の
更
な
る
連
携
を

基
に
、
各
事
業
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
み
、
経
済
効
果
を
高
め
ら
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
竹
田
商
工
会
議
所

　

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
官
民
の

橋
渡
し
役
、
事
業
の
推
進
役
と
な
っ
て
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
引
き
続
き
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

今
後
も
、「
企
業
、
住
民
、
地
域
社

会
に
あ
ま
ね
く
開
か
れ
た
商
工
会
議

所
」と
し
て
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

■
国
民
宿
舎
久
住
高
原
荘

　

国
立
公
園
等
の
自
然
環
境
に
優
れ
た

休
養
地
に
建
て
ら
れ
た
宿
泊
施
設
、
休

憩
施
設
で
あ
る「
久
住
高
原
荘
」は
、
市

民
は
も
と
よ
り
市
外
の
誰
も
が
健
全
な

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
健
康
の
増
進
を

図
り
、
快
適
に
利
用
出
来
る
こ
と
を
目

的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
検
証
し
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
十
分
な
協
議
を
尽
く
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
区
社
協
を
中
心
と
し
た
多
様
な
団

体
が
協
働
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

よ
り
柔
軟
な
発
想
で
地
域
が
抱
え
る
課

題
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
福

祉
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

る
。
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
団
体

と
し
て
、
支
え
合
い
体
制
整
備
や
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
等
、
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
地
域
、
住
民
と
の

協
働
に
よ
り
推
進
し
、「
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」の
実
現
に
向
け
て
更
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

竹
田
市
監
査
委
員

　
　
児
　
玉
　
淳
　
一

　
　
阿
　
部
　
雅
　
彦

監
査
公
表
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心
の
健
康
に
つ
い
て
学
習
し
、
理

解
を
深
め
、
精
神
障
が
い
者
の
生
き

が
い
や
喜
び
の
回
復
、
社
会
参
加
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
精
神
障
が
い

者
の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が「
竹
田
ほ
ほ
え

み
の
会
」で
す
。

　

会
は
平
成
11
年
11
月
、
精
神
障
が

い
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
修

了
者
で
発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

養
成
講
座
の
修
了
生
が
加
入
し
、
現

在
21
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
年
３
回
の
竹
田
精
神

障
が
い
者
地
域
交
流
会
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
精
神
障
が
い

者
と
地
域
住
民
の
交
流
会
を
計
画
し

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
の
参
加
者
は
、
精
神
障
が

い
者
通
所
機
関
の
利
用
者
、
職
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
、
行
政

関
係
者
で
す
。
５
月
は
豊
岡
地
区
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
協
力
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
10
月
は
竹
田
町

商
店
街
振
興
組
合
の
協
力
で
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
、
12
月
は
竹
田
保
育
所

の
園
児
や
音
楽
家
の
方
と
の
交
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
流
会
を
行
う

資
金
の
一
部
は
、
会
で
実
施
し
た
バ

ザ
ー
の
売
上
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
２
回
の
学
習
会
で
精
神
科

医
師
の
講
義
や
障
が
い
者
施
設
の
視

察
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
は
学
習
会
と
併
せ

て
精
神
障
が
い
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
を
開
催
し
、
７
名
の
受
講
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
竹
田
市
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

４
８
１
０

市民が主役！

健康一直線
  第５回　精神障がい者ボランティア

  　「竹田ほほえみの会」

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

休日及び夜間の在宅当番医院

１月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈪ 大久保病院 ☎64-7777 17㈬ 志賀内科 ☎63-2083

２㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

３㈬ 大久保病院 ☎64-7777 19㈮ 竹田クリニック ☎64-9000

４㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 20㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

５㈮ 大久保病院 ☎64-7777 21㈰ 大久保病院 ☎64-7777

６㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 22㈪ 道全内科 ☎63-2270

７㈰ 大久保病院 ☎64-7777 23㈫ 志賀内科 ☎63-2083

８㈪ 竹田医師会病院 ☎63-3241 24㈬ 秦医院 ☎63-2246

９㈫ 志賀内科 ☎63-2083 25㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387

10㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 26㈮ 柚須医院 ☎63-2016

11㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 27㈯ 大久保病院 ☎64-7777

12㈮ 佐藤医院 ☎68-2005 28㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈯ 大久保病院 ☎64-7777 29㈪ 道全内科 ☎63-2270

14㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 30㈫ 志賀内科 ☎63-2083

15㈪ 道全内科 ☎63-2270 31㈬ 安西皮膚科 ☎63-3232

16㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

1／  1㈪ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
1／  2㈫ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118
1／  3㈬ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
1／  7㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
1／  8㈪ 歯科筑紫医院 ☎76-0024
1／14㈰ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
1／21㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
1／28㈰ 久住加藤医院歯科診療部 ☎76-0008

　※診療時間　9：00〜12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

１／ １㈪ 豊後大野市民病院
１／ ２㈫ 豊後大野市民病院
１／ ３㈬ 豊後大野市民病院
１／ ６㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／ ７㈰ 豊後大野市民病院
１／ ８㈪ 豊後大野市民病院
１／13㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／14㈰ 豊後大野市民病院
１／20㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／21㈰ みやわき小児科
１／27㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
１／28㈰ 豊後大野市民病院
２／ ３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
２／ ４㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）
受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

↑精神障がい者が暮らしやすい地域づくりを目指して活
動する「竹田ほほえみの会」
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展
　
示

久
住
高
原
美
術
館
企
画
展

「
久
住
の
歌
」

―
昭
和
初
期
、
久
住
を
訪
れ
た
歌
人

た
ち
の
足
跡
を
た
ど
る
―

　

昭
和
の
初
め
頃
、
な
ぜ
久
住
を
訪

れ
、
ど
の
よ
う
に
久
住
で
過
ご
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
展
示
で

は
そ
の
当
時
の
様
子
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
歌
人
た
ち
直
筆
の
書
や
軸
、

資
料
等
を
展
示
し
ま
す
。

日
時  

１
月
26
日
㈮
～
２
月
４
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

久
住
高
原
美
術
館（
竹
田
市

久
住
支
所
３
階
）

入
場
料　

無
料

問
久
住
公
民
館　

☎
76
―

０
７
１
７

公
売
会

大
分
県
市
町
村
合
同
公
売
会

　

意
外
な
掘
り
出
し
物
・
家
電
・
日

用
雑
貨
な
ど
が
、
ど
れ
も
超
特
価
で

多
数
出
品
さ
れ
ま
す
。
竹
田
市
か
ら

も
多
数
出
品
し
て
い
ま
す
！
皆
さ
ま

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
！

開
催
日　

１
月
21
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
開
場　

第
１

回
入
札　

午
前
10
時
20
分
開
始
／
第

２
回
入
札　

午
前
11
時
20
分
開
始	

場
所　

大
分
県
庁
舎
本
館
２
階
正
庁

ホ
ー
ル		


必
要
な
物　

購
入
代
金（
現
金
）・
印

鑑（
認
印
可
・
法
人
の
場
合
は
代
表

者
印
）・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
免
許
証
・
保
険
証
等
）

※
未
成
年
の
方
は
入
札
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
。

問
竹
田
市
税
務
課  

☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
１
２
３
）

講
演
会

多
様
な
性
の
理
解
を
進
め
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム 

～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
っ

て
い
ま
す
か
？
～

　
「
多
様
な
性
」に
つ
い
て
の
正
し
い

理
解
を
促
す
た
め
、
基
調
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。

日
時　

１
月
23
日
㈫　

午
後
１
時
～

４
時
15
分

場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
３
階
大

会
議
室（
大
分
市
金
池
南
）

申
込
方
法　

参
加
希
望
者
は
、
名
前
、

所
属
、
連
絡
先
、
住
所
地
の
市
町
村

名
を
記
入
し
、
県
人
権
・
同
和
対
策

課
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

１
月
12
日
㈮

・

大
分
県
人
権
・
同
和
対
策
課

啓
発
班

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
１
７
７

FAX
０
９
７
―

５
０
６
―

１
７
５
１

E-m
ail

：13700@
pref.oita.lg.jp

年
　
金

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現

役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け

る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
が
い
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運

営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、

年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金

は
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ

た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺

族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

子
と
は
18
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で

の
子
、
ま
た
は
１
、２
級
の
障
が
い

の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
子
が
対

象
で
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と「
納

付
猶
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育

法
に
規
定
す
る
大
学
、
大
学
院
、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に
在

学
す
る
方
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

消
費
者
行
政

消
費
者
行
政
に
関
す
る
市
長
表
明

　

近
年
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
多
様
化
や
情
報
化
の
進
展
に

よ
り「
架
空
請
求
」「
還
付
金
詐
欺
」な

ど
の
被
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
竹
田
市

で
は
平
成
21
年
度
に
相
談
窓
口
を
開

設
、
平
成
24
年
度
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
に
対
し
、

専
門
相
談
員
の
助
言
に
よ
る
被
害
の

未
然
防
止
や
業
者
と
の
あ
っ
せ
ん
に

よ
る
被
害
の
回
復
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
整
備

し
た
消
費
者
相
談
体
制
の
一
層
の
強

化
を
図
り
、
消
費
者
行
政
の
充
実
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
30
年
１
月　

竹
田
市
長

たけたん

情 報

１月号
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税
　
金

平
成
30
年
度
償
却
資
産（
固
定
資

産
税
）の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
そ
の
名
称
・
数
量
・

取
得
年
月
・
取
得
価
額
・
耐
用
年
数

等
を
申
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
申
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
申
告
書
受
理
後
、
地
方

税
法
に
基
づ
い
て
実
地
調
査
・
簡
易

調
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額

ま
た
は
減
価
償
却
費
が
法
人
税
法
ま

た
は
所
得
税
法
の
規
定
に
よ
る
所
得

の
計
算
上
、
損
金
ま
た
は
必
要
な
経

費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
そ

の
取
得
価
額
が
少
額
で
あ
る
資
産
そ

の
他
の
政
令
で
定
め
る
資
産
以
外
の

も
の
。

提
出
書
類　

平
成
30
年
度
償
却
資
産

申
告
書（
１
部
）／
平
成
30
年
度
種
類

別
明
細
書（
１
部
）

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈬

提
出
先　

竹
田
市
税
務
課
資
産
係
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

問
竹
田
市
税
務
課
資
産
係

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２
９
）

入
　
札

平
成
30
・
31
年
度
竹
田
市
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

受
付
を
開
始
し
ま
す

受
付
期
間　

県
内
の
建
設
業
者
は
、

１
月
15
日
㈪
か
ら
２
月
28
日
㈬
ま
で
。

県
外
の
建
設
業
者
及
び
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
は
、
２
月
１
日
㈭
か
ら

28
日
㈬
ま
で
。（
い
ず
れ
も
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

　

郵
送
ま
た
は
信
書
便
で
の
申
請
の

場
合
は
、
２
月
28
日
の
消
印
ま
で
有

効
。
封
筒
に「
競
争
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
在
中
」と
朱
書
す
る
と

と
も
に
、
受
付
票
の
送
付
用
の
返
信

用
封
筒（
宛
名
明
記
・
切
手
貼
付
）を

同
封
の
こ
と
。

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
の
間
を
除

く
）

受
付
場
所　

市
役
所
本
庁
１
階　

契

約
検
査
室（
郵
送
・
信
書
便
可
）

有
効
期
間　

県
内
及
び
県
外
建
設
業

者
は
２
年
間（
平
成
32
年
３
月
31
日

ま
で
）／
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

は
１
年
間（
平
成
31
年
３
月
31
日
ま

で
）

提
出
書
類　

次
の
書
類
を
紙
フ
ァ
イ

ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
で
綴
り

込
み
の
う
え
、
一
部
提
出
の
こ
と
。

（
ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
は
避
け
る
こ
と
）

◇
建
設
業
者
の
場
合

⑴
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

⑵
建
設
業
許
可
証
明
書
ま
た
は
許
可

通
知
書
の
写
し

⑶
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
及

び
総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

（
現
在
、
経
営
事
項
審
査
を
申
請

中
の
者
は
、
審
査
に
係
る
申
請
書

類
の
写
し（
受
付
印
の
あ
る
も
の
）

を
提
出
し
、
結
果
通
知
後
速
や
か

に
通
知
書
の
写
し
を
提
出
す
る
こ

と
）

⑷
委
任
状（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

※
任
意
様
式

⑸
市
税
納
税（
完
納
）証
明
書（
市
内

業
者
ま
た
は
市
内
に
営
業
所
が
あ

る
場
合
の
み
：
法
人
・
代
表
者
分

全
て
）※
た
だ
し
、
平
成
30
年
１

月
４
日
以
降
の
証
明
日
に
限
る
も

の
と
す
る
。

⑹
支
店
等
報
告
書（
市
内
に
支
店
等

を
有
す
る
者
に
限
る
）※
任
意
様

式
⑺
誓
約
書（
暴
力
団
等
で
は
な
い
旨

の
誓
約
書
）

◇
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
場
合

⑴
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

⑵
経
営
規
模
等
総
括
表（
県
様
式
の

様
式
２
に
同
じ
）

⑶
測
量
等
実
績
高（
県
様
式
の
様
式

３
に
同
じ
）

⑷
有
資
格
者
数
一
覧
表（
県
様
式
の

様
式
４
に
同
じ
）

⑸
業
務
実
績
調
書（
任
意
様
式（
現
況

報
告
書
の
写
し
等
）、
県
指
定
様

式
で
も
可
）

⑹
技
術
者
経
歴
書（
任
意
様
式（
現
況

報
告
書
の
写
し
等
）、
県
指
定
様

式
で
も
可
）

⑺
委
任
状（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

※
任
意
様
式

⑻
市
税
納
税（
完
納
）証
明
書（
市
内

業
者
ま
た
は
市
内
に
営
業
所
が
あ

る
場
合
の
み
：
法
人
・
代
表
者
分

全
て
）※
た
だ
し
、
平
成
30
年
１

月
４
日
以
降
の
証
明
日
に
限
る
も

の
と
す
る
。

⑼
支
店
等
報
告
書（
市
内
に
支
店
等

を
有
す
る
者
に
限
る
）※
任
意
様

式
⑽
誓
約
書（
暴
力
団
等
で
は
な
い
旨

の
誓
約
書
）

申
請
様
式　

竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

そ
の
他　

市
が
行
う
戸
別
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
工
事
の
競
争
入
札
に
新

た
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
県
に

提
出
し
た
特
例
浄
化
槽
工
事
業
者
届

出
書
ま
た
は
浄
化
槽
工
事
業
登
録
申

請
書
の
写
し
を
、
竹
田
市
上
下
水
道

課
生
活
排
水
係（
☎
63
―

１
１
１
１ 

内

線
１
８
１･

１
８
５
）へ
別
途
提
出

願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
平
成
30
年
度
に
発
注

す
る
漏
水
調
査
業
務
の
競
争
入
札
に

たけたん情報
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新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
竹

田
市
上
下
水
道
課
庶
務
係（
☎
63
―

１
１
１
１　

内
線
１
８
３・
１
８
４
）

に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
本
申
請
と

は
別
に
申
請
書
類
等
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
が
可
能
で
す
。

【
電
子
入
札
の
利
用
者
登
録
に
つ
い

て
】 

市
で
は
現
在
、
電
子
入
札
の
本

格
運
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
市
が
発
注
す
る
入
札
に
参
加
す

る
場
合
に
は
、
発
注
機
関
を「
竹
田

市
」と
し
た
利
用
者
登
録
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
登
録
が
完
了
さ
れ

て
い
な
い
事
業
者
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

を
取
得
し
、
電
子
入
札
へ
の
登
録
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
契
約
検
査
室　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
０
７･

１
０
８
）

福
　
祉

平
成
30
年
度
竹
田
市
認
可
保
育
所

（
園
）及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所

申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

た
だ
今
、
平
成
30
年
度
の
認
可
保

育
所（
園
）及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入

所
申
込
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
平
成
30
年

度
保
育
所
入
所
の
ご
案
内
」を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
書
類
等
は
竹
田
市
社

会
福
祉
課
、
各
支
所
地
域
振
興
課
及

び
各
保
育
所（
園
）に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

受
付
締
切　

１
月
12
日
㈮

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援

係 

☎
63
―

４
８
１
１

相
談
・
面
接
会

悩
ま
ず
　
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

　

大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、

賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労

使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、

来
所
で
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　

２
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

受
付
時
間　

平
日　

午
前
９
時
～
午

後
８
時（
来
所
の
受
付
は
午
後
６
時

30
分
ま
で
）／
土
・
日　

午
前
９
時

～
午
後
５
時（
来
所
の
受
付
は
午
後

４
時
ま
で
）

相
談
方
法

⑴
電
話
相
談　

☎
０
９
７
―

５
３
６
―

３
６
５
０（
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）／

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
５
１
／
☎

０
９
７
―

５
０
６
―

５
２
４
１

⑵
来
所
相
談　

大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局（
大
分
県
庁
舎
本
館
７
階
）

※
な
お
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で
あ
れ
ば
、

随
時
労
働
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

障
が
い
者
就
職
面
接
会

　

障
が
い
者
の
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
障
が
い
者
と
事
業
主
を
対
象

と
し
た
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
障
が
い
者
の
方
や

事
業
主
の
方
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
16
日
㈮　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

別
府
国
際
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ
）２
階

「
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」

※「
精
神
・
発
達
障
が
い
者
し
ご
と

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」も
同
日
開

催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

☎
０
９
７
４
―

22
―

８
６
０
９

農
　
業

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」確
定
申

告
入
力
指
導
会

　

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
、
平
成
29
年
分
所
得
の
確
定

申
告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
の
指
導
会
は
指
導
会
当

日
ま
で
に
、
参
加
さ
れ
る
方
ご
自
身

が
自
宅
で
伝
票
の
整
理
と
入
力
を
行

い
、
疑
問
点
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

　平成30年度  放課後児童クラブ利用申込
　受付を開始します

【利用対象児童】保護者が労働等で昼間家庭にいない小学生等
【申込受付期間】１月４日㈭～17日㈬
【放課後児童クラブ一覧】

クラブ名 実施場所・電話番号 申込場所
竹田こねこクラブ 竹田幼稚園内　　☎63-1186

利用を希望
するクラブ

南部こじかクラブ 南部幼稚園内　　☎63-1104

荻町放課後児童クラブ 荻福祉健康エリア内
　　　　　　　　☎68-3056

久住校区学童保育（白丹
校区の児童の利用可）

市役所久住支所入口前
☎090-5382-0972

都野校区学童保育 池ノ口集会所内　☎77-2155
なおいり児童クラブ なおいり保育園内☎75-2380
祖峰っ子クラブ 旧祖峰幼稚園　　☎69-2956
宮城台ワルがねクラブ 旧宮城台幼稚園内☎66-2053
城原っ子クラブ 城原小学校　　　☎66-2013
菅生放課後児童クラブ 菅生分館　　　　☎63-1544

豊岡こいぬクラブ 豊岡小学校ランチルーム内
　　　　　　　　☎63-1186

竹田市社会
福祉課

※募集チラシ・申込書等は各クラブ、竹田市社会福祉課、各
支所地域振興課に備え付けています。
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け
付
け
る
方
式
を
取
り
ま
す
。
参
加

者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
、
２
月
23
日
、
３

月
２
日（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

※
午
前
と
午
後
に
分
け
て
実
施

午
前
の
部（
10
時
～
12
時
）　

午
後
の

部（
１
時
30
分
～
４
時
）

場
所　

２
月
16
日
、
２
月
23
日
は
市

役
所
本
庁
３
階
会
議
室
５
、３
月
２

日
は
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

対
象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ
コ

ン
で
農
業
簿
記
を
行
う
方
で
、
決
算

後
経
営
分
析
を
行
う
方

持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト
Ｃ
Ｄ
、

決
算
書
類
等

講
師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
担
当
・
大
分
県

豊
肥
振
興
局
普
及
指
導
員

申
込　

希
望
者
は
開
催
日
２
日
前
ま

で
に
竹
田
市
農
政
課
に
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
農
政
課（
担
当   

野
仲
）

☎
63
―

４
８
０
５

試
験
・
募
集

平
成
29
年
度
大
野
川
上
流
地
域
維

持
管
理
協
議
会
職
員
採
用
試
験

試
験
日　

２
月
18
日
㈰

場
所　

竹
田
市
役
所
本
庁

職
種　

事
務
職（
正
規
職
員
）

職
務
内
容　

一
般
事
務
・
国
営
大
野

川
上
流
事
業
受
益
地
内（
竹
田
市
・

阿
蘇
市
・
産
山
村
）の
畑
地
か
ん
が

い
排
水
施
設
の
維
持
管
理
及
び
配
水

管
理（
２
年
間
技
術
取
得
の
た
め
の

研
修
有
り
）

内
容　

一
般
教
養
・
面
接
試
験

採
用
日　

平
成
30
年
４
月
１
日

勤
務
地　

竹
田
市
荻
町
馬
場
４
２
６

番
地
１（
荻
柏
原
土
地
改
良
区
事
務

所
）

受
付
締
切　

１
月
31
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く　

午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
）

※
竹
田
市
農
林
整
備
課
及
び
各
支
所

地
域
振
興
課
に
詳
細
な
案
内
と
申
込

書
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
農
林
整
備
課
大
野
川
上

流
推
進
室　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線

２
７
６・２
７
７
）

平
成
30
年
度
大
分
県
立
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

募
集
対
象

○
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
概
ね
60
デ

シ
ベ
ル
以
上
の
者
の
う
ち
、
補
聴
器

等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常
の
話
声

を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま
た
は
著

し
く
困
難
な
者

○
平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
27

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

で
、
県
内
に
在
住
す
る
者

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬

※
出
願
書
類
は
、
聾
学
校
で
１
月
15

日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く　

午
前
９
時
～
午
後
４

時
）

問
大
分
県
立
聾
学
校（
〒
８
７
０
―

０

８
２
３ 

大
分
市
東
大
道
２
丁
目
５
―

12 

）☎
０
９
７
―

５
４
３
―

２
０
４
７

たけたん情報

　

同
和
問
題（
部
落
差
別
問
題
）は
こ
わ

い
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
思
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
誤
っ
た
意
識
に
つ
け
こ
ん

で
、
同
和
を
口
実
に
寄
付
金
を
要
求
し

た
り
、
高
額
な
書
籍
や
物
品
の
購
入
を

要
求
し
た
り
す
る
行
為
を
、「
え
せ
同

和
行
為
」と
い
い
ま
す
。

  

「
え
せ
」と
は
、
一
見
似
て
い
る
が
非

な
る
も
の
と
い
う
意
味
で
す
。「
え
せ

同
和
行
為
」は
、
同
和
問
題
の
解
決
に

力
を
尽
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
実
際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
が
公
表
し
た
平
成
28
年
度

の「
え
せ
同
和
行
為
に
関
す
る
人
権
相

談
」の
状
況
で
は
、
相
談
件
数
は
25
件

で
、
そ
の
う
ち
寄
付
金
等
の
要
求
が
11

件
、
書
籍
等
の
購
入
の
要
求
が
6
件
で

す
。
執
拗
に
電
話
を
か
け
て
き
て
高
額

な
書
籍
等
の
購
入
を
迫
る
も
の
や
、
一

方
的
に
送
付
さ
れ
た
図
書
等
の
取
り
扱

い
に
困
っ
て
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

相
談
件
数
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
4

年
間
で
平
均
し
て
年
間
約
30
件
に
な
り

ま
す
。
全
国
で
30
件
な
ら
ば
少
な
い
よ

う
で
す
が
、
相
談
さ
れ
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
を
含
め
れ
ば
も
っ
と
多
い
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
実
際
の「
え
せ
同
和
行
為
」と

は
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
相
手
方
は「
え
せ
同
和
」と
は
名
乗

り
ま
せ
ん
。
あ
る
日
突
然
電
話
を
か
け

て
き
た
り
、
会
社
な
ど
に
直
接
来
た
り

し
て
、
同
和
を
口
実
に
寄
付
金
な
ど
の

要
求
を
し
ま
す
。
不
当
・
不
法
な
要

求
は
断
固
と
し
て
拒
否
し
て
く
だ
さ

い
。
あ
い
ま
い
な
受
け
答
え
で
は
な
く
、

毅
然
と
し
た
態
度
で
拒
否
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
相
手
方
に
は
法
務
局
や
警
察
に

連
絡
す
る
旨
を
告
げ
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
28
年
12
月
に
部
落
差
別
解
消
推

進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律

に
便
乗
し
て「
え
せ
同
和
行
為
」が
増
加

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
同
和
問

題（
部
落
差
別
問
題
）を
正
し
く
理
解
し
、

こ
の
よ
う
な
要
求
に
乗
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※「
え
せ
同
和
行
為
」に
関
し
て
は
、
法

務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
同

和
問
題
等
の
人
権
啓
発
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
９
０
）

33

えせ同和行為について
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求む技術者！一緒に働きましょう!!
竹田市技術職員採用試験 《総合土木職》 のご案内

竹田市では、平成30年度に採用する技術職員の募集を行います。

試 験 職 種 採用予定者数 受験できる年齢要件と職務内容等

総合土木 若干名
○昭和55年4月2日から平成12年4月1日までに生まれた人
○高等学校卒業程度の学力を有する人
○市の技術（総合土木）業務に従事

受験資格等は「竹田市技術職員採用試験案内」で必ず確認してください。受験案内・申込書等は次の方法で入手できます。
１．竹田市総務課（本庁舎２階）及び荻・久住・直入支所地域振興課に用意しています。
　　郵便で請求する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書きし、返信用の封筒（Ａ４サイズ“角形２号”）に宛先・

名前を記入し、120円切手を貼って竹田市総務課職員係へ請求してください。
２．受験案内は、竹田市公式ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）にも掲載しています。試験案内及び申込書等を

印刷して利用できます。

【試験日時及び試験会場】
　第１次試験　１月28日㈰　竹田市役所　／　第２次試験　２月18日㈰　竹田市役所

【受付期間・時間】　１月11日㈭まで（土・日・祝日を除く）　午前８時30分から午後５時まで
【受付場所・問合せ先】　〒878-8555  竹田市大字会々1650番地　竹田市役所総務課職員係  ☎63-1111（内線216・217）
　※郵送による申込書は、１月11日㈭までの消印があるものに限り受け付けます。

平成30年度臨時職員・非常勤嘱託員を募集します
　竹田市及び竹田市教育委員会では、平成30年４月１日以降採用の臨時職員・非常勤嘱託員を募集します。採用方法は、
応募者の中から面接等により選考し決定します。

募集内容
職　種 備　　考

一般事務 事務補助（パソコン使用業務あり）

専　門　職 資格必要（保育士・幼稚園教諭）
有資格者優先（特別支援教育支援員）

学校主事 学校における事務補助及び環境整備等

募 集 要 件　（1）平成12年４月１日までに生まれた人
　　　　　　（2）次のいずれかに該当する人は申し込みできません
　　　　　　・成年被後見人または被保佐人
　　　　　　・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでの人またはその執行を受けることがなくなるまでの人
　　　　　　・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを

主張する政党その他の団体を結成し、またはこれに加入した人
　　　　　　・日本国籍を有しない人で、在留活動が制限されている在留資格を有する人

応 募 方 法　随時募集します。竹田市指定の履歴書に写真を添付し、竹田市総務課、各支所地域振興課、教育総務課
のいずれかに提出してください。受付は土・日・祝日を除く、午前８時30分から午後５時までです。（郵
送可）

　　　　　※４月からの任用を希望する方は１月31日㈬までに提出をお願いします。
　　　　　※履歴書は、竹田市総務課・各支所地域振興課・教育総務課に用意しているほか、竹田市公式ホームペー

ジ（http://www.city.taketa.oita.jp/）からもダウンロードできます。

面　接　日　２月４日㈰予定（面接時間等は、直接お知らせします）
　　　　　　※専門職については、別に面接日を設定する場合があります。

問竹田市役所総務課職員係　☎63-1111（内線216・217）
　竹田市教育委員会教育総務課総務係　☎63-1111（内線315）

勤務条件等
　○給与・休暇　市の規定による
　○勤 務 時 間　原則として正規職員に準ずる
　○社 会 保 険　法定制度適用
　○任 用 期 間　最長１年、職種及び配置先により異なる
　○勤 務 場 所　本庁、各支所及び市教育委員会の各施設等
※詳しい条件は、職種等により異なりますので、面接時に説

明します。
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たけたん情報

ラグビーワールドカップ2019大分県開催試合の日程等について
　2017年11月２日に「ラグビーワールドカップ2019」の試合日程が発表され、本県で開催される試合日
程が決定しました。
○試合日程

（予選プール）
試合日時 対戦カード

2019.10.2㈬　19:15 プールＢ ニュージーランド 対 敗者復活予選優勝チーム
2019.10.5㈯　14:15 プールＤ オーストラリア 対 アメリカ地区第２代表
2019.10.9㈬　18:45 プールＤ ウェールズ 対 フィジー

（決勝トーナメント）
試合日時 対戦カード

2019.10.19㈯　16:15 準々決勝 プールＣの１位 対 プールＤの２位
2019.10.20㈰　16:15 準々決勝 プールＤの１位 対 プールＣの２位

○チケット購入方法
　チケットは、2018年１月27日㈯より大会公式チケットサイトにてスタジアムごと、またはチームごと
のセット券(一般)、その後、通常チケット販売の順次抽選申込受付が開始されます。チケット申し込み・
ご購入いただくためにはチケットID の登録（登録無料）が必要です。
　詳細は大会公式チケットサイト（tickets.rugbyworldcup.com）をご覧ください。

(チケット販売主要スケジュール)
段　　階 受付期間 対象者 地域 販売方法 販売チケット

セット券販売 1.27㈯～2.12㈪ 一般 世界同時 抽選【2.26㈪発表】 ○スタジアムパック
○チームパック

開催都市住民先行 3.19㈪～4.12㈭ 開催都市住民 開催都市 抽選【4.26㈭発表】 ○開催都市チケット
大会サポーターズ
クラブ会員先行 5.19㈯～6.26㈫ 登録者 世界同時 抽選【7.10㈫発表】 ○全試合通常チケット

一般（第１次） 9.19㈬～11.12㈪ 一般 世界同時 抽選【11.26㈪発表】 ○全試合通常チケット
一般（第２次） 2019.1.19㈯～ 一般 世界同時 先着 ○全試合通常チケット

問大分県ラグビーワールドカップ2019推進室　☎097-506-2088

知っていますか？土砂災害警戒区域
　県では、土砂災害による被害を受けるおそれがあ
る区域の土砂災害防止法に基づく基礎調査を実施し
ています。
　調査の実施において皆さんの敷地内に立ち入る場
合があります。調査へのご理解とご協力をお願いし
ます。
※調査員は腕章を着用し、身分証明書を携帯しています。
※詳しくは、下記ホームページをご覧ください。
http://www.pref.oita.jp/site/sabo/kisochoujissi.html
大分県基礎調査 検索
問竹田土木事務所　建設・保全課　☎63-2108

「
冬
期
の
市
道
除
雪
作
業
」に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
一
定
規
模
以
上
の
降
雪

が
あ
っ
た
場
合
、
市
内
建
設
業
者
に
除

雪
の
出
動
を
要
請
し
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、道
路
の
除
雪
に
つ
い
て
は
国
道
・

県
道
が
優
先
さ
れ
、
市
道
は
幹
線
道
路

か
ら
順
次
除
雪
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

降
雪
の
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
同
様
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
、

自
治
会
な
ど
に
よ
る
除
雪
作
業
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

雪
道
や
凍
結
の
可
能
性
が
あ
る
道
路

を
走
行
す
る
場
合
は
、
滑
り
止
め
タ
イ

ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
着
用
等
の
雪
道
対
策

を
行
い
、
自
己
防
衛
に
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

問 

竹
田
市
建
設
課

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
４
７
・２
４
８
）

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

寒
冷
期
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
管
は
、

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
３
℃
以
下
に
な
る
と

破
裂
し
た
り
、
凍
結
し
て
水
が
出
な
く

な
り
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
、
水
道

管
の
破
裂
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

水
が
出
な
い
な
ど
の
異
常
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
よ
り
宅
内
側
に

あ
る
副
止
水
栓
を
止
め
て
、
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
ま

し
ょ
う
。
副
止
水
栓
の
な
い
家
庭
は
、

修
理
の
時
に
必
ず
取
り
付
け
て
く
だ
さ

い
。
修
理
の
経
費
に
つ
い
て
は
使
用
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
温
が
低
い
日
は
水
道
管
の

凍
結
防
止
の
た
め
、
水
道
管
に
保
温

材
を
巻
き
つ
け
る
な
ど
の
防
寒
対
策
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
上
下
水
道
課

☎
63
―

４
８
３
６

←
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学び舎／まるごと博物館

　

こ
の
塚
は
山
村
新
兵
衛
源み

な
も
と
の
た
か
ち
か

宗
次

の
墓
で
荻
町
馬
背
野
に
あ
る
。
新

兵
衛
は
永
正
12（
１
５
１
５
）年
に

生
ま
れ
、
天
正
18（
１
５
９
０
）年

に
75
歳
で
没
し
た
。

　

播
州
三
木
城
か
ら
中
川
秀ひ

で

成し
げ

が

岡
藩
に
城
主
と
し
て
来
る
前
の
岡

城
主
志
賀
親ち

か

次よ
し

の
後
見
役
・
兵
法

指
南
役
を
務
め
た
と
さ
れ
、は
っ

き
り
し
た
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

　

地
域
の
振
興
に
も
力
を
入
れ
、

新
兵
衛
塚
の
南
方
向
の
谷
間
に
あ

る
川
床
に
は
一
夜
に
し
て
開
田
し

た
と
言
わ
れ
る「
一
町
田
の
カ
ッ

パ
」伝
説
が
今
も
残
る
。
そ
の
子

宗
信
左
衛
門
は
、そ
の
名
を
後
世

に
伝
え
よ
う
と
塚
の
脇
に
松
の
木

を
植
え
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
二
百
年
後
の
寛
政

８
年
に
建
て
ら
れ
た
山
村
新
兵
衛

頌
徳
碑
に
よ
る
と
、
宝
厳
院
殿

（
三
代
藩
主
中
川
久
清
公
）は
猟
を

好
み
、
特
に
大
き
な
鳥
を
鉄
砲
で

射
止
め
る
の
が
好
き
で
、
新
兵
衛

塚
の
松
の
木
に
鶴
が
暮
れ
に
な
る

と
集
ま
る
こ
と
を
伝
え
聞
き
、
家

臣
に
命
じ
て
駕
篭
で
来
て
、
鶴
を

射
止
め
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、こ
の
松
の
木
を
目
印

に
す
る
た
め
幟
を
立
て
、こ
の
新

兵
衛
塚
が
岡
城
の
西
方
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
方
位
を
定
め
る
目
安

に
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

新
兵
衛
塚
の
周
辺
に
は
、キ
リ

シ
タ
ン
墓
の
墓
標
と
言
わ
れ
る
斗

升
墓（
ト
ー
マ
ス
墓
）が
多
く
見
つ

か
っ
て
お
り
、１
５
８
４
年
、キ
リ

ス
ト
教
宣
教
師
ベ
ロ
・
ゴ
メ
ス
神

父
か
ら
洗
礼
を
受
け
、
19
歳
で
ド

ン
・
パ
ウ
ロ
と
名
乗
っ
た
志
賀
親ち

か

次よ
し

と
縁
の
深
か
っ
た
新
兵
衛
も
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
影
響
を
受
け
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、こ
の
松
の
木
は
伐
採

さ
れ
城
下
町
古
町
の
橋
を
架
け
る

た
め
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
と

い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。          

 

猪
野　

 

一
男

※
参
考　

山
村
新
兵
衛
頌
徳
碑
、
直
入

郡
全
史
、
私
た
ち
の
荻
町
史

　

久
住
山
、
大
船
山
、
黒
岳
の「
く

じ
ゅ
う
連
山
」が
見
守
る
大
自
然
の

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、
実
学
を

中
心
に
学
ぶ
農
業
専
門
高
校
が
私
た

ち
の
学
び
舎
で
す
。
そ
の
ス
ク
ー
ル

テ
ー
マ
は「
小
さ
な
学
校
の
大
き
な

希
望
」で
す
。
主
に
、
作
物
・
野
菜
・

草
花
・
畜
産
の
４
つ
の
科
目
を
中

心
に
魅
力
あ
る
教
育
体
験
を
し
な
が

ら
３
年
間
学
習
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
校
舎
と
体
育
館
を
大
規

模
改
修
し
ま
し
た
。
１
月
中
旬
に
は

全
て
が
完
成
し
ま
す
。

　

久
住
校
の
魅
力
あ
る
取
り
組
み
と

し
て
、
一
つ
目
は
、
部
活
動
と
農
業

ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。
九
州
の
学
校
で

唯
一
部
活
動
と
し
て
活
動
し
て
い
る

「
う
し
部
」は
、
第
11
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
復
興
特
別
区
の
高
校
生
の

部
に
参
加
し
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
、
久
住
校
な
ら
で

は
の「
農
業
鑑
定
部
」「
農
業
愛
好
部
」

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
ク
ラ
ブ

活
動
で
は
、
毎
年
、
日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
大
分
県
大
会
農
業
鑑
定
競
技

会
で
最
優
秀
に
輝
き
、
全
国
大
会
で

は
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
産
官
学
連
携
事
業
で

す
。
安
心
安
全
な
農
業
生
産
工
程
管

理
と
し
て
、
野
菜
圃
場
が
Ｊ
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
う
け
、
宮
崎
大
学
農
学
部

と
連
携
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

九
州
大
学
農
学
部
附
属
農
場
高
原
農

業
実
験
実
習
場
と
畜
産
に
係
わ
る
専

門
技
術
の
連
携
授
業
、
大
分
大
学
工

学
部
応
用
科
学
科
と
未
利
用
資
源
に

関
わ
る
連
携
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
大
分
県
立
農
業
大
学
校
と

産
業
人
育
成
に
向
け
た
連
携
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
地
域
と
の
連
携
事
業

と
環
境
保
全
活
動
で
す
。
地
域
の
先

進
農
家
や
農
業
法
人
と
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
活
動
や
全
農
大
分
県
本
部

と
農
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
基
づ
く
実
践
授
業
、プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
専
門
技
術
講
演
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
久
住
校

で
し
か
体
験
で
き
な
い「
竹
田
・
く

じ
ゅ
う
学
」を
学
び
、
竹
田
市
と
毎

年
、
入
山
公
墓
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
く
じ
ゅ
う
大
自
然
の
環
境
保

護
活
動
と
し
て
大
船
山
・
黒
岳
清
掃

登
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
久

住
校
を
拠
点
と
し
て
農
業
系
高
校
が

利
用
す
る「
農
業
研
修
施
設
」と「
男

子
・
女
子
寮
」が
新
し
く
整
備
さ
れ

ま
す
。
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
久
住
校
で「
夢
」を
持
っ
て
学
び
ま

せ
ん
か
。（

副
校
長　

小
俣　

秀
之
）

「
夢
を
語
り
、
夢
を
創
り
、
夢
を
実
現
す
る
」

今
月
の
学
び
舎　

大
分
県
立
三
重
総
合
高
等
学
校
久
住
校

新兵衛塚  中川久清（入山公）も狩りに来た

ま
る
ご
と
博
物
館
146

↑うし部が全国和牛能力共進会で優良賞

↑産官学連携事業でさまざまな授業を実施

↑地元の小学生と田植えを通して交流

↑地域との連携事業では中学生に農業の魅
力を説明

↑荻町馬背野にある「山村新兵衛源宗次」の墓
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入
口
を
入
っ
て
右
側
が
東
館
、一
般
書
が
並
ぶ
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

　

風
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
緩
や
か
に
湾
曲
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
高
さ
の
書
架
は
県
産
の
杉
集
成
材
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

ま
わ
り
の
ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル

に
は
お
す
す
め
の
コ
ー
ナ
ー

や
シ
リ
ー
ズ
本
な
ど
が
並
ん

で
い
ま
す
。
書
架
の
本
は
０

か
ら
９
分
類
に
分
け
て
置
い

て
あ
り
ま
す
。特
設
コ
ー
ナ
ー

の
本
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

わ
か
ら
な
い
時
は
、
検
索
機

ま
た
は
カ
ウ
ン
タ
ー
の
職
員

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【一般書】
・大獄―西郷青嵐賦―（文芸春秋）　　　　　　　　葉室　　麟
・ノーマンズランド（光文社）　　　　　　　　　　誉田　哲也
・銀杏手ならい（祥伝社）　　　　　　　　　　　　西條　奈加
・ファミリーデイズ（集英社）　　　　　　　　　　瀬尾まいこ
・ぼくらが漁師だったころ（早川書房）　チゴズィエ・オビオマ
・きのう、きょう、あした。（主婦と生活社）　　　つばた英子
・おちゃめに100歳！寂聴さん（光文社）　　　　　 瀬尾まなほ
・焼き鳥の丸かじり（朝日新聞出版）　　　　　　東海林さだお
・ビットコインのすべてがわかる本（ソーテック社）高橋　諒哲
・知っておいしい保存食事典（実業之日本社編・出版）

【子どもの本】
・子どもおもしろ歳時記 ―俳句づくりに！―（理論社）金井　真紀
・オリンピックのおばけずかん（講談社）　　　　　斉藤　　洋
・チェブラーシカ ―どうぶつえんへいく―（小学館）
　　　　　　　　　　　　　　　エドゥアルド・ウスペンスキー
・はやくちことばでおでんもおんせん（くもん出版）飯野　和好
・ノラネコぐんだんアイスのくに（白泉社）　　　　工藤ノリコ
・さわれるまなべるさむいくにのどうぶつ（パイインターナショナル）
　　　　　　   ぶん エミリ・マロンダン／え ジュリ・メルスィエ
・れっつ！ランニング（金の星社）　　　　　　　　次良丸　忍
・10代のための仕事図鑑（大泉書店）　　　　　大泉書店編集部

ほか250冊ほど入りました。

　明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお
願いいたします。
　皆さまにとって今年も良い本との出会いがありますように、
職員一同ご来館をお待ちしています。
　３月まで第４金曜日を除く毎週金曜日は、午後７時まで開館
しています。どうぞご利用ください。

１

新刊のご案内

新図書館のコーナーご紹介

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

１
月
11
日
㈭　

竹
田
幼
稚
園

１
月
18
日
㈭　

南
部
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

※
年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

司書おすすめの一冊

　お正月にはどんなしめかざりを飾りますか？
　私たちの生活に密着しながらも、これまであま
り語られることがなかった「しめかざり」。橙やゆ
ずり葉、裏白などを取りはずし、しめかざりの飾らない姿、藁がか
たち造る「素のかたち」に込められた土地の祈りと人々の願いを撮っ
た一冊。
　作り手のこだわりや情熱までをも読み解く面白い一冊です。お正
月にぜひどうぞ！

  
  「あかちゃんの好きなキャラクターを使って絵本をつくりたい」 そん
な想いから企画されたのがこの絵本です。
　さまざまな実験のなかであかちゃんの視線を釘付けにしたイラス
トを主人公にした「もいもい」、あかちゃんの大好きな絵はおかあさ
んと逆だった「うるしー」、あかちゃんに言葉のイメージから絵を選
んでもらった「モイモイとキーリー」。あかちゃんが選んだあかちゃ
んのための絵本が３冊発刊されました。素敵な絵本です。

　岡の里実行委員会が開講する「郷土の自然に
親しみ植物を観察する会」が発足して20周年を
迎え、記念誌を刊行しました。折りしも2017年
６月には祖母・傾・大崩山系がユネスコエコパークに登録されました。
　これまで以上に郷土の自然に関心を寄せて、小中学生や一般市民
のガイドブックとして広く活用いただけるように、積み重ねてきた
20年の実績に基づいて作成された集大成の一冊です。ぜひご活用く
ださい。

「しめかざり」
森　須磨子（工作舎）

「モイモイとキーリー」
みうらし～まる

（ディスカヴァー・トゥエンティワン）

「竹田市の自然と植物」
祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク

（岡の里事業実行委員会）

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

一
般
書
コ
ー
ナ
ー（
東
館
）
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政
府
は
昨
年
末
の
閣
議
で
天
皇
陛
下
の
退
位
に
つ

い
て
、
来
年
、
つ
ま
り
平
成
31
年
４
月
30
日
と
い
う

こ
と
を
正
式
に
決
定
し
た
。
と
い
う
こ
と
は「
平
成
」

と
い
う
元
号
は
そ
の
日
ま
で
で
、
５
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
元
号
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
や
は
り
今
年
、
つ
ま

り
平
成
30
年
と
い
う
年
は
歴
史
の
大
き
な
区
切
り
目

と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

私
自
身
、
市
長
に
就
任
し
て
10
年
目
の
年
を
迎
え

る
し
、
実
は
こ
の
コ
ラ
ム
は
今
回
で
１
０
０
回
目
の

連
載
と
い
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
９

年
間
、
旧
４
自
治
体
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル（
可
能

性
）の
高
さ
は
日
本
を
代
表
す
る
と
信
じ
て
き
た
し
、

そ
の
実
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な
企
画
力
・
政

策
力
・
実
践
力
を
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
充
実
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
き
た
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
み
ん
な
と
蒔
い
て
き
た
種

に
芽
が
出
て
、
花
が
咲
き
、
そ
し
て
実
が
つ
い
て
き

た
。

　

ま
ず
、
農
業
が
こ
の
10
年
間
ず
っ
と
大
分
県
で

ト
ッ
プ
を
維
持
し
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
２
位

を
大
き
く
引
き
離
し
て
断
ト
ツ
の
一
番
で
、
生
産
額

は
47
億
円
も
伸
び
て
２
２
８
億
円
。
ト
マ
ト
や
ピ
ー

マ
ン
な
ど
の
施
設
園
芸
の
基
盤
整
備
が
功
を
奏
し

た
。
花
卉
も
４
位
か
ら
ト
ッ
プ
に
踊
り
出
て
、
い
ま

話
題
を
集
め
て
い
る
畜
産（
牛
・
豚
・
鶏
）も
生
産
額

約
10
億
円
で
、
先
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
は
全

国
制
覇
し
て
、
畜
産
王
国
・
竹
田
市
の
名
を
知
ら
し

め
た
。

　

一
方
、
城
下
町
の
ま
ち
づ
く
り
も
進
み
、
待
望
の

図
書
館
が
完
成
。
そ
し
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
待
ち

に
待
っ
た
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル『
グ
ラ
ン
ツ
た

け
た
』が
完
成
す
る
。
今
年
の
夏
前
に
完
成
し
て
秋

の
国
民
文
化
祭
で
お
披
露
目
と
な
る
。
す
で
に
利
用

し
た
い
人
た
ち
の
予
約
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
10
月

６
日
が
内
覧
会
、７
日
が
落
成
式
で
、翌
日
に
は
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン

サ
ー
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
も
工
事
に
着
手

す
る
。
一
昨
年
の
熊
本
地
震
で
予
想
以
上
の
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
。
し
か
し
、
国
の
支
援
も
決
定
し
有
利

な
起
債
も
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
楽
し
み
な
の
は
、

こ
れ
ま
で
ど
う
し
て
も
足
が
遠
の
い
て
い
た
旧
竹
田

荘
と
有
名
な
建
築
家
の
手
に
よ
る
画
聖
堂
と
を
下
か

ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
つ
な
ご
う
と
い
う
構
想
だ
。
も

ち
ろ
ん
、
岡
城
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
併
設
さ
れ
る
。
設
計
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ス
タ
ジ
ア
ム
を
担
当
し
て
い
る
隈
研
吾
さ

ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
長
湯
温
泉
で
は
ク
ア
ハ
ウ
ス（
温
泉
利

用
型
健
康
増
進
施
設
）の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
る
。

今
年
の
秋
に
は
民
間
が
手
掛
け
る
ホ
テ
ル
と
レ
ス
ト

ラ
ン
も
完
成
予
定
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
設
計
は
こ
れ

ま
た
世
界
的
な
建
築
家
で
あ
る
坂
茂
さ
ん
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
市
立
こ
ど
も
診

療
所
が
開
設
さ
れ
て
９
年
に
な
る
。
何
が
珍
し
い
か

と
言
え
ば
、
ず
っ
と
黒
字
経
営
が
続
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、全
国
で
は
竹
田
市
だ
け
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

現
場
で
頑
張
っ
て
く
れ
る
高
野
先
生
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
の
献
身
的
な
取
り
組
み
の
お
か
げ
だ
。

　

事
務
長
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
に
よ
る
と
、
昨
年
12

月
11
日
の
患
者
数
は
一
日
で
１
３
７
名
。
過
去
最
高

で
、
先
生
は
朝
か
ら
晩
ま
で
休
み
な
し
だ
っ
た
と
の

こ
と
。
こ
ん
な
わ
け
で
、
診
療
所
は
こ
れ
ま
で
多
額

の
基
金
を
積
み
立
て
て
き
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
機

能
の
充
実
し
た
診
療
所
を
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
近

く
に
新
築
で
き
る
段
取
り
が
付
い
た
。
今
年
中
に
は

お
目
見
え
す
る
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
た
ち
が
健
康

で
無
事
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な

い
。

　

今
年
は
城
下
町
と
荻
地
区
に
建
築
中
の
定
住
促
進

住
宅
が
完
成
す
る
。
さ
ら
に
、
県
道
整
備
に
伴
っ
て

久
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
も
建
ち
上
が
る
。

　

大
蘇
ダ
ム
も
、
玉
来
ダ
ム
建
設
も
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
大
き
な
花
も
、
す
み
れ
ほ
ど
の
小
さ
な
花
も

見
落
と
す
こ
と
な
く
、
未
来
に
夢
と
希
望
を
生
み
出

す
平
成
30
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

市長コラム
〈第100回〉

 ↑５月の開館以降、多くの来館者で賑わう新図書館

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

平
成
30
年
を
歴
史
的
な
一
年
に

夢
を
抱
い
て
「
勇
気
あ
る
挑
戦
を
」
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竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～

名水、高原、ヒトの愛— 

竹田市が育む、
たおやかで滋味深い作物たち。

第７回　サフラン

竹田サフランの
スープ

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介　https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

材　料 作り方
・タラ（白身魚）……………４切
・小麦粉………………………適量
・ローリエ……………………１枚
・ニンニク（みじん切り）１かけ
・人参（小）…………………１本
・じゃが芋（メークイン）…２個
・玉ねぎ………………………１個
・トマト（大きめのもの）…１個
・水 …………………………500cc
・サフラン……………………５本
・オリーブオイル……………少々

・塩……………………………少々
・こしょう……………………少々
・フュメ・ド・ポワソン（※1）
　　　　　　　　　　 ………５g
・生クリーム
　　………適量（なければよい）

（※1）なければ顆粒コンソメな
どを使用する。

①　人参、玉ねぎはみじん切りにし、じゃが芋は３センチ×２センチの幅
に切る。トマトは、２センチ角の大きさに切る。

②　水をボウルに入れてサフランをつけ、しばらく置く。
③　タラの切り身は塩、こしょうを振っておき、焼く前に小麦粉を振りか
ける。

④　鍋にオリーブオイルを入れ、ニンニクを香りが出るまで炒め、ローリ
エをちぎって加える。

⑤　③に①の人参、じゃが芋、玉ねぎ、トマトを加え軽く炒め、②のサフ
ラン水とフュメ・ド・ポワソンを入れて、中火で野菜に火が通るまで煮
込み、味を調える。

⑥　フライパンにオリーブオイルを入れ、③の魚を両面こんがりと焼き、
鍋に入れる。

　　※あれば、仕上げに生クリームを適量入れる。

光
に
照
ら
さ
れ
た

鮮
や
か
な
ム
ラ
サ
キ

　

11
月
23
日
、竹
田
市
志
土
知
で「
竹

田
紫
根
染
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

志
土
知
地
区
は
７
、８
世
紀
頃
、

九
州
有
数
の
紫
草
の
生
産
地
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
交
流
会
を
主
催
す

る
農
事
組
合
法
人
紫
草
の
里
営
農
組

合（
田
北
洋
一
組
合
長
）で
は
、
平
成

12
年
か
ら
紫
草
の
栽
培
に
取
り
組
み
、

そ
の
根
を
使
っ
た
紫
根
染
の
体
験
交

流
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
県
内
外
か
ら
35
人
が
参

加
。
参
加
者
た
ち
は
、
紫
根
か
ら
抽

出
し
た
染
液
と
椿
の
灰
を
用
い
た
媒

染
液
に
、
布
や
絹
を
交
互
に
浸
け
る

作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
色
を
定
着

さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
と
19
日
、
竹
田
市
と
歴

史
文
化
姉
妹
都
市
を
結
ぶ
大
阪
府
茨

木
市
で「
第
43
回
茨
木
市
農
業
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
は「
竹
田
市
特
産

ブ
ー
ス
」を
出
店
。
地
方
創
生
日
本

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
よ
り
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
カ
ボ
ス
や
サ
フ

ラ
ン
、
し
い
た
け
。
そ
れ
ら
を
使
っ

た「
し
い
た
け
の
バ
タ
ー
焼
き
」と

「
カ
ボ
ス
＆
サ
フ
ラ
ン
は
ち
み
つ
ド

リ
ン
ク
」の
調
理
実
演
と
無
料
配
布
、

ト
マ
ト
な
ど
の
農
産
物
の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
ブ
ー
ス
に
は
長
蛇
の
列
。

農
業
生
産
額
大
分
県
１
位
を
誇
る
竹

田
市
の
農
産
物
を
多
く
の
来
場
者
が

買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

↑多くの人で賑わった「竹田市特産ブース」

↑約６時間の作業で布は鮮やかな紫色に。参加者は「希
少な紫草を使って染色体験ができ、有意義な時間を
過ごせた」と布を手に喜んでいました

茨木市農業祭に出店
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■
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行
／

竹
田

市
　

〒
878-8555  大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650番

地
　

TEL 0974-63-1111㈹
　

■
ホ
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ム

ペ
ー

ジ
〔

U
RL〕

http：
//w

w
w

.city.taketa.oita.jp
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp　

■
編

集
／

総
務

課
秘

書
広

報
係
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阿孫  久見

第154回

アケボノシュスラン（ラン科）

郷土の植物
（345）





１月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2018年（平成30年）

4 5 6
・竹田温泉「花水月」休館日
・荻の里温泉休館日

・第1回竹田市農業委員会総会 
13:30～（市役所本庁３階第３、
４会議室）

11 12 13
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム　14:00-14:30

（竹田幼稚園）
・健幸運動教室「腰楽教室」
  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋

センター）

・子牛市場　9:00-15:00（豊肥家
畜市場）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室（血圧について）」 14:00-
15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・腎臓を守る講演会 12:30-15:30
（竹田市総合社会福祉センター）

18 19 20
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）　☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）※要予約

（相談日の前日午前中まで）
・ お は な し ル ー ム　14:00-14:30

（南部幼稚園）
・健幸運動教室「腰楽教室」 14:00-

15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室（入浴について）」

   14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋
センター）

・第40回川合尚武旗竹田職域・
クラブ駅伝競走大会  14:00～
開会式　14:30～スタート（竹
田市総合運動公園陸上競技
場）※お申込みは1/11㈭まで  
☎090-4511-1288（ 竹 田 市 陸
上競技協会・志賀）

25 26 27
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談　10:00-

15:00（大分県豊肥振興局）  ☎63-
1171（豊肥振興局）※要予約

・健幸運動教室「腰楽教室」　14:00-
15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・精神保健福祉相談　14:00-16:00
（大分県豊肥保健所） ☎0974-22-

0162（豊肥保健所）※要予約

・健康づくり教室「かんたんな
筋トレ」　14:00-15:00（竹田市
総合社会福祉センター）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室（糖尿病について）」

  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋
センター）

・認知症映画上映会  13:00-15:30
（竹田市総合社会福祉センター）
※入場無料

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・１月５日・19日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻】
・１月９日・23日㈫13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住】
・１月９日㈫・25日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入】
・１月12日・26日㈮13:00-15:00
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・１月18日・25日㈭13:00-15:00 
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・１月10日㈬13:00-15:00
　入田分館
・１月16日㈫13:00-15:00
　嫗岳分館
・１月24日㈬13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・１月３日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・１月20日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

■2018年２月上旬の主な予定
　・２月４日㈰  第11回和気藹音コン

サート  13:00-15:00（久住公民館
くじゅうサンホール）

月間・その他

○「はたちの献血」キャンペーン
　（～2／28㈬）
○個人事業者の消費税及び地方

消費税の確定申告（1／4㈭～3
／31㈯）

○緑の募金（1／15㈪～5／31㈭） 
○防災とボランティア週間（1／

15㈪～21㈰）
○全国学校給食週間（1／24㈬～

30㈫）

確定申告に関するご相談は、
確定申告電話相談センター「０」番へ！
　熊本国税局では1／17㈬～3／15㈭まで、「確定申告
電話相談センター」を開設し、所得税及び復興特別所
得税、消費税及び地方消費税並びに贈与税の確定申告
に関するご相談に電話でお答えしています。
問竹田税務署（☎63-3141）※音声自動案内

人権学習学級
　どなたでも自由に受講でき
ますので、ぜひお気軽にご参
加ください。
日時　１月17日㈬午後３時～
会場　市役所本庁３階会議室
内容　『共に生きる社会』めざし

て～障がい者の人権～
講師　大分県人権問題講師団

河野 れい子さん
※受講を希望される方は事前
にご連絡ください。
問竹田市生涯学習課
　☎63-4817

感電事故防止のお願い
　凧揚げの季節になりましたが、感電事故防止のため、電線
付近で凧揚げをしたり、電柱や鉄塔に昇ったりしないようお
願いします。
　なお、万一凧が電線等にひっかかった場合
は、自分で取ろうとせず、お近くの九州電力
までご連絡いただきますようお願いします。

九州電力株式会社

歳末助け合いチャリティーショーに
ご協力いただきありがとうございました ！
　皆さまにお買い上げいただいた協力券1209枚(平成29年
12月５日現在)の売り上げは、地域福祉促進のために使用
されます。また、同時に行った「ＮＨＫ歳末助け合い義援金」
街頭募金活動では、57,756円の募金を集めることができま
した。この義援金は海外の救援活動のために使用されます。
　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。



たけたん情報
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1 元日 2 3
・竹田温泉「花水月」特別営業
   9:00-21:00

・温泉療養文化館「御前湯」特別営業 
6:00-18:00

・陽目の里「名水茶屋」（～3月31日ま
で冬季休業）

・2018年荻地域新春歩こう会 6:00
～開会式・スタート（荻公民館） ※
参加料  小学生以上100円  ☎68-
2025（荻公民館）

・竹田温泉「花水月」特別営業
   11:00-21:00

・温泉療養文化館「御前湯」特別営業 
6:00-18:00

・第41回相良慶隆杯竹田新春マラソ
ン大会  9:30～開会式　10:00～ス
タート（竹田市総合運動公園陸上
競技場）☎090-4511-1288（竹田市
陸上競技協会・志賀）

・竹田温泉「花水月」特別営業
   11:00-21:00

・温泉療養文化館「御前湯」特別営業
6:00-18:00

・水の駅おづる休業日
・第31回新春たこあげ大会  9:00～ 受

付  9:30～開会（竹田市総合運動公
園）☎090-4993-7588（竹田市レク
リエーション協会・阿南）

7 8 成人の日 9 10
・平成30年竹田市消防出初式  8:30

～（ 竹 田 市 総 合 運 動 公 園）※ 雨
天時は竹田市総合社会福祉セン
ター

・竹田市歩こう会「扇森稲荷神社で
初詣」 9:30までにJR豊後竹田駅前
集合 ☎62-2501（山本）

・平成29年度竹田市成人式 12:00～
受付  13:00～開会（久住公民館く
じゅうサンホール）

・竹田市学童野球教室　13:00-
15:00（竹田市総合運動公園市
民球場）※雨天時は竹田市直
入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

・おはなしひろば　10:30-11:00
   （竹田市立図書館おはなしひろば）

・こころの健康相談　13:30-15:30
（直入支所）  ☎63-3346（竹田市心

の相談支援事業所）※要予約（相
談日の前日午前中まで）

・健幸運動教室「ウォーキング教
室」  14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋
センター）

・健康づくり教室「やさしいス
トレッチ」  14:00-15:00（竹田
市総合社会福祉センター）

14 15 16 17
・第25回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪

直入海洋センター室内綱引き
大会　9:00～開会式（竹田市
直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体育
館）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしひろば  10:30-11:00
   （竹田市立図書館おはなしひ

ろば）
・健幸運動教室「ストレッチ・

筋 ト レ 教 室」 14:00-15:00（ 直
入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯
おんせん市場休業日

・年金相談［完全予約制］ 　10:00-15:00
（竹田市高齢者いきいき交流センター）

・大分県行政書士会無料相談会　13:00-
16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　
☎097-537-7089（大分県行政書士会事
務局）

・9～10か月児健診　13:15～受付（竹田
市総合社会福祉センター）

・人権学習学級　15:00〜（市役所本庁３
階会議室）

21 22 23 24
・文化財火災防御訓練  6:30-8:30

（願成院本堂「愛染堂」）
・総合健診　8:00-10:00受付（竹

田市総合社会福祉センター）
・竹田市無料歯科健診 8:00-10:00

受付（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

・竹田市歩こう会「挾田方面」  9:30まで
に廣瀬神社集合 ☎62-2501（山本）

・おはなしひろば　10:30-11:00（竹田市立
図書館おはなしひろば）

・３歳児健診　13:00～受付（竹田市総合
社会福祉センター）

・こころの健康相談　13:30-15:30（竹田
市総合社会福祉センター） ☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）※要予
約（相談日の前日午前中まで）

・健幸運動教室「ウォーキング教室」 
   14:00-15:00（直入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

・献血 10:00-16:00
　（竹田市総合社会福祉センター）

※11:15-12:30は行っていません

28 29 30 31
・第71回大分県民体育大会ス

キー競技  9:30～競技開始（九
重森林公園スキー場）

・おはなしひろば  10:30-11:00
   （竹田市立図書館おはなしひ

ろば）
・健幸運動教室「ストレッチ・

筋トレ教室」  14:00-15:00（直
入Ｂ＆Ｇ海洋センター）

【納期限】国民健康保険税10期、
介護保険料・後期高齢者医療保
険料７期

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相  談  日 時　間 開　催　場　所

竹　田

１月17日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

竹ほたるが彩る城下町
ＪＲ豊後竹田駅前の稲葉川河川敷ほ
か。１月31日まで。

年末年始の休業日のお知らせ
○竹田温泉「花水月」　12／28㈭・1／4㈭
○温泉療養文化館「御前湯」　休まず営業
　（12／31㈰～1／3㈬の営業時間は6:00-18:00）
○荻の里温泉　　12／29㈮・1／4㈭
○おんせん市場　12／31㈰～1／2㈫
○水の駅おづる　12／31㈰～1／3㈬
○陽目の里「名水茶屋」　3／31まで冬季休業

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。  ㉄竹田市農業委員会事務局　☎63-4815



平成30年１月　岡の里ふるさとＵターン情報

「地元で働いてみませんか？」  求人情報　ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101

事　業　所　名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃　金 備　考（資格等）
株式会社　Ｙ’Ｓサービス 交通警備業、ビルメンテナンス 交通警備員 10 13.8～14.4万円 原付以上

旭食品工業株式会社　大分工場 漬物製造 野菜つけ物工 5 12.7万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
農作業員 1 15.7万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

医療法人　健伸会
ケアホーム「五つの実」

介護福祉事業（短期入所生活介
護の施設）

介護職 2 12.5～17.7万円 介護福祉士またはヘルパー2級
正・准看護師 2 13.9～20.3万円 看護師（正・准）

社会医療法人社団　大久保病院
医療・介護老人保健施設
グ ル ー プ ホ ー ム 他 介 護 保 険
サービス関連事業

看護師 2 22.3～33.7万円 正看護師
准看護師 2 17.3～25.5万円 准看護師
介護福祉士 2 15.3～24.9万円 介護福祉士

社会福祉法人　偕倖社（悠々居） 特別養護老人ホーム・デイサービス事業・
ショートステイ事業・グループホーム

正・准看護師 2 15.2～20.4万円 正・准看護師
介護職 3 14.6～19.1万円 資格所有者優遇

名水美人ファクトリー株式会社
（旧九州ジージーシー株式会社）

水 耕 栽 培 に よ る 野 菜 等 の 生
産・加工並びに販売

製造スタッフ（夜勤） 1 15.1～15.9万円
製造スタッフ（交替勤務） 3 15～18万円

医療法人  雄仁会（加藤病院・岡
の苑・和の郷・木もれ陽） 医療及び介護保険業

介護支援専門員 1 19.7万円 介護支援専門員
准看護師 1 17～22.5万円 准看護師
管理栄養士 2 18.5万円 管理栄養士

有限会社　工藤商店 新建材等の販売及び飲食業
配管技士（久住） 1 15～25万円 管工事施工管理技士・浄化槽設備士・普通自動車免許（ＭＴ）
配管工見習（久住） 1 12.8～20万円 普通自動車免許（ＭＴ）
大工（久住） 1 19.2～36万円 建築大工技能士2級　普通自動車免許（ＭＴ）

社会福祉法人　孝寿福祉会
（美晴が丘・荻の苑）

＊美晴が丘：特養（従来型・ユニット型）・
短期入所・配食サービス・サ高住「美空の家」
＊荻の苑：特養・短期入所

看護職員（美晴が丘） 1 15.5～30万円 正・准看護師
ケアワーカー（美晴が丘） 2 14.3～22万円 介護福祉士資格所持者優遇　普通自動車免許（ＡＴ限定可）
ケアワーカー（荻の苑） 1 14.3～22万円 介護福祉士資格所持者優遇　普通自動車免許（ＡＴ限定可）

荻の里温泉　 温泉・ 旅館・ レストラン・ み
やげ品販売・農林産物販売

接客係 1 13.5～15.2万円
調理補助 2 13.5～15.2万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
接客係 1 12.6～15.2万円

一般社団法人　竹田市医師会
（竹田医師会病院） 病院

看護師 5 21～23.6万円 正看護師
准看護師 2 17～19.6万円 准看護師
看護補助者 5 14.5～17.1万円 ヘルパー2級・介護福祉士資格所持者優遇

加藤石油株式会社
石油製品・液化石油ガス販売・
自動車整備・車検・自動車販
売・各種保険の取扱

自動車整備士 2 16～23万円 自動車整備士2級
プロパンガス販売員 1 13.2～25万円 ガス・電気の免許保持者または経験者優遇
ガソリンスタンド販売員 1 13.2～20万円 危険物乙四免許所持者優遇

株式会社　レゾネイト ホテル・旅館業 洋食調理担当 2 15～20万円
レストランサービス担当 1 15～24万円

株式会社　高山組 土木・舗装・建築・法面・構
造物補修工事の総合建設業

土木工事積算業務 1 15～45万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
土木施工管理者 3 17～45万円 1・2級土木施工管理技士所持者優遇
構造物補修工事施工管理者 1 15～45万円 普通自動車免許(AT限定不可）

株式会社　九建クラフト
建設業（土木、とび土工、舗装、
塗装）・木質バイオマスチップ
製造業

4t運転手 1 16～20万円 準中型自動車免許以上（ＡＴ限定不可）
土木技術者 1 16～24万円 普通自動車免許（ＭＴ）
事務及び軽作業 1 13～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

藤本クリーンサービス合同会社 清掃業 清掃スタッフ 3 13.7～15万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
株式会社　アイワールド 縫製業 検査　仕上工 3 12.9～13.8万円

株式会社　松井組 綜 合 建 設 業（建 築、 土 木、 舗
装）・携帯販売・書店業務

携帯電話販売員 1 14～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
建築技術者 1 23～33万円 1・2級建築施工管理技士
土木施工管理技士 1 23～33万円 1・2級土木施工管理技士

株式会社　くじゅう高原ガン
ジー牧場

土産品販売・レストラン経営・
宿泊施設

料理人（洋食） 1 20～30万円 調理師免許
フロント・接客 2 18～25万円

株式会社　大昌興産 土木建設・運送業 土木工務技術者 1 26～30万円 土木施工管理技士2級　
土木作業員 2 18～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

グループホーム湧水の郷（大分部品株式会社）
訪問介護　ひまわり竹田（大分部品株式会社）

介護施設・居宅介護支援・訪
問介護・グループホーム　

介護スタッフ 2 13.1～16.6万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
ホームヘルパー 1 13.6～17.1万円 ホームヘルパー２級・介護福祉士・初任者研修のいずれか

株式会社　ルックス システム企画開発販売・Ｗｅｂアプリ制作・デザイン制作・出版業 ＳＥプログラマー・Ｗｅｂプログラマー 3 15～30万円 ＪＡＶＡ・ＰＨＰ・Ｃ言語　ＮＥＴの設計・開発経験者

社会福祉法人　愛の園福祉会　
なおいりこども園

幼保連携型認定こども園
放課後児童健全育成事業

保育補助 1 15.4万円
保育士 2 18～20.5万円 保育士
保育教諭 2 18～20.5万円 保育士・幼稚園教諭・保育子育て支援員・小学校教諭・養護教諭のいずれか

有限会社　工藤緑化 土木工事業・造園工事業・林業工事業 一般作業員 3 17.5～25万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）

株式会社　辰軌　大分営業所 一般建設業（建設業許可取得）・
ダンプ運搬業

土木作業員 2 17.6～22万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
大型ダンプ運転手 2 19.8～22万円 大型自動車免許

株式会社　頂
林業全般（植林、下刈り、間伐、皆伐、立
木売買）、チェーンソー、草刈り機、林業機
械の運転、トラックの運転などを行います

林業作業員 1 20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
2tダンプ運転手 1 17.5～20万円 普通自動車免許（ＡＴ限定不可）
事務 1 12.9～13.7万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）　

くじゅう高原ゴルフ＆ホテルリ
ゾート株式会社

ゴルフ場・宿泊施設・オート
キャンプ場

フロント係 1 12.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
スタート室 1 12.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）
清掃係 1 12.8万円 普通自動車免許（ＡＴ限定可）

社会福祉法人　竹田市社会福祉
協議会

福祉関係団体の支援、地域福祉
事業、市との共催事業、県・市
からの委託事業、介護保険事業

調理員（久住保育所） 1 14.5～15万円
訪問介護職員 1 13.2万円 ヘルパー2級以上　普通自動車免許（ＡＴ限定可）
保育士（久住保育所） 1 18万円 保育士

株式会社　ローケン
有料老人ホームの経営・訪問
介護事業・通所介護事業・在
宅介護支援事業

介護職員 2 14～16万円 介護福祉士・看護師・初任者研修・ヘルパー２級以上のいずれか
介護支援専門員 1 19～22万円 介護支援専門員
介護業務 2 14～16万円 介護福祉士・看護師・ヘルパー２級・初任者研修以上のいずれか

①調理師または調理師見習い１人15万円　②医療事務１人
14.5～17万円　③営業１人18～25万円　④配管工２人20～
25万円  ⑤食肉加工・配達・販売員１人14～18万円　⑥一般
土木作業員１人16.1～23万円　⑦ガソリンスタンド販売・配
達員１人   14～17万円　⑧自動車整備１人14.9～20万円　⑨
ホールスタッフ１人19.3～19.7万円　⑩葬儀作業員１人14.7万
円　⑪食品製造１人15万円　⑫介護業務２人14～16万円

〔パート求人〕（時給）
⑬美容師１人900～1100円　⑭鮮魚担当２人760円　⑮作業員
１人748円　⑯ホームヘルパー２人1100～1300円　⑰理学・
作業療法士１人1020円　⑱学童支援員２人1011～1071円　⑲
店内販売員３人800円　⑳縫製スタッフ２人737～800円　㉑
看護師１人1100～1500円　㉒送迎運転手１人1000円　㉓調理
補助及び配達１人740円　㉔清掃係１人800円
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